
対象校No. 557 学校コード F113310103545

設置年度 令和 ６年度

計画の区分： 学部の設置

明治学院大学 情報数理学部

　　担当部局（課）名 総務部総務課

職名・氏名 課長
カチョウ

　小野
オ ノ

　雅彦
マサヒコ

電話番号　　 03-5421-5111

（夜間）　　 03-5421-5110

　ｅ－mail　 somu@mguad.meijigakuin.ac.jp

該当番号を記載してください。

表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

例）

・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

・大学の設置の場合：「○○大学」

https://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/mext_01087.html

４　対象校No.については、「【別紙】令和６年度AC報告書提出対象学科等.pdf」より、

なお、該当がない場合は、本番号は学校基本調査での「学校コード」と同様の番号ですので、

・大学院の研究科の専攻の設置等の場合：「○○大学大学院　○○研究科　○○専攻（修士課程）」

・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

３　学校コードについては、以下URLを確認の上、該当番号を記載してください。

当該番号を記載してください。

・大学院設置の場合：「○○大学大学院」

・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

例）　○○大学　△△学部　□□学科

（旧名称：◇◇学科（平成◇◇年度より学科名称変更））

・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

設置時から対象学部等の名称変更があった場合には、表題には現在の名称を記載し、その下欄に

（　　）書きにて、設置時の旧名称を記載してください。

２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　作成担当者

認可

令和６年５月１日現在 

（改正前大学設置基準適用）

学校法人明治学院

【認可】設置に係る設置計画履行状況報告書

注１

注３

注2

注４

https://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/mext_01087.html
https://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/mext_01087.html
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https://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/mext_01087.html
https://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/mext_01087.html


＜情報数理学科＞

目次

情報数理学部

ページ
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６．附帯事項等に対する履行状況等　・・・・・・・・・・・・・・・・・　　５４

７．その他全般的事項　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　５５

４．既設大学等の状況　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　１７



設　　置　　時 変　更　状　況 備 考

（ ヤマザキ　マサオ ）

山﨑　雅男

（平成29年6月）

（ ムラタ　レオ ） （ イマオ　マコト ）

村田　玲音 今尾　真

（令和2年4月） （令和6年4月）

（ イマイ　ヒロシ ）

今井　浩

（令和6年4月）

（ オオタ　カズトシ ）

太田　和俊

（令和6年4月）

（注）・「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を

（　）書きで記入してください。

（例）令和５年度に報告済の内容　→（５）

令和６年度に報告する内容　→（６）

・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

された記載があれば、そこに赤字で見え消し修正）するとともに、上記と同様に、「備考」に変更理由等を

記入してください。

・大学院の場合には、「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記載してください。

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

学校法人明治学院

・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には、複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

明治学院大学

（〒108-8636　東京都港区白金台一丁目２番３７号）

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合、本部の位置を（　）書きで記入してください。

（２） 大　学　名

〒244-8539　神奈川県横浜市戸塚区上倉田町１５１８番地

（３） 調査対象大学等の位置

ください。

理 事 長

（４） 管理運営組織

学 部 長

学科長等

学　　長

職　　名

任期満了による変更
令和6年4月1日（6）
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設置計画履行状況等調査の対象期間が７年を越え、様式に変更が必要な場合には、別途ご連絡ください。

　　　に報告書を作成してください。

　情報数理学部

　　情報数理学科 人

　学士（情報数理学） 年 人 人
人

人

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 80人 0人

－ － － － － － － － － － 592 －
(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

－ － － － － － － － － － 577 －
(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

－ － － － － － － － － － 271 －
(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

－ － － － － － － － － － 76 －
(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

入学定員超過率

Ｂ／Ａ

・ 「収容定員充足率」には、開設年度から報告年度までの報告年度における５月１日現在の収容定員数に対する学生数の割合を記入してください。

報告年度から起算した修業年限に相当する期間の収容定員充足率を記載してください。

・ 「収容定員充足率（控除後）」には、「収容定員充足率」が1.00倍を超える場合、「大学、短期大学及び高等専門学校の設置等に係る認可の基準」

第１条第２項により修業年限超過者を控除した場合及び附則第２項及び第４項を適用した場合の控除及び適用後の「収容定員充足率」を記入してください。

なお、「収容定員充足率」が1.00倍以下の場合や、1.00倍を越える場合であっても上記の控除及び適用がない場合には、「－」としてください。

・ 「（５）－②　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等」の「平均入学定員超過率」及び「収容定員充足率」は、「４　既設大学等の状況」AC対象学部学科等の

－

(　－ 　)

・ 「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号（その２の１））」の

・ 学生募集停止を予定している場合は、「学生募集の停止について」で「新規入学者を募集停止予定」を選択するとともに、
「備考」に「令和○年度から学生募集停止（予定）」と記載してください。（学生募集停止を予定していない場合は「－」を選択。）

0

[ 　－　 ]

－

(　－ 　)

－

理学関係

(　－ 　)
Ａ　 入学定員

春季入学以外の
学期区分につい

て

－

（５） 調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

2年次

「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

編入学定員 収容定員

調査対象学部等の
名称（学位）

学位又は学科の
分野

（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」）のほか、それらのコースや専攻単位でも記載したものを、
別ファイルにて提出してください。

・ 様式は、令和元年度開設の４年制の学科が完成年度を越えて報告する場合（令和６年度までの６年間）ですが、

・ 留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる「留学ビザ」）により、
我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための準備教育課程
を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記載してください。

受験者数

（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等、定員を定めている組織ごとに記入してください（入試区分ごとではありません）。

・ 調査対象学部等の開設年度から報告年度まで記入してください。なお、開設年度以前は「－」を記入してください。

－ －

0.95

[ 　－　 ]

－－

[ 　－　 ]

に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入してください。

・ 「入学定員超過率」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した入学定員、入学者数で算出してください。

－

倍率と一致しますので、留意して計算してください。

算出に当たっては、「大学の設置等に係る提出書類の作成の手引（令和７年度開設用）Ⅳ.33収容定員の充足状況」をご確認ください。

・ 報告年度に春季入学以外の学期区分の設定を予定している場合は、「春季入学以外の学期区分について」で「春季入学以外の学期区分を設ける予定」を選択してください。
（春季入学以外の学期区分の設定を予定していない場合は「－」を選択。）

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

・ （　 ）内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお、編入学を複数年次で行っている場合には、

合格者数

・ 基礎となる学部等がある場合には、「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。

なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。また、完成年度を越えて報告書を提出する大学等は、

・ 学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている場合）

(　－ 　)

[ 　－　 ]

・ [ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

・ 転入学生は記入しないでください。

－

令和６年度

80

(　－ 　)

[ 　－　 ] [ 　－　 ]

なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

(　－ 　)

－

－

0.95倍

収容定員
充 足 率

－

収容定員
充 足 率
（控除後）

((  ))書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年度には「－」を記入してください。

Ｂ　 入学者数

志願者数

備　考

・ なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている最小単位

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

令和５年度令和４年度令和元年度 令和２年度 令和３年度

4 80 320

3年次

4年次

備　　考

入学定員

0

設 置 時 の 計 画

修業年限

学生募集の停止
について

（注）・　定員を変更した場合は、「備考」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

0

・ 短期交換留学生など、定員内に含めていない学生については記入しないでください。

2



対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

－ － － － － － － － － － 76 －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

－ － － － － － － － － －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

－ － － － － － － －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

－ － － － － －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　)(　－　)(　－　)

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について、内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

　　　・（　）内には、留年者の状況について、内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

　　　・　編入学生や転入学生も含めて記入してください。その際、備考欄に人数の内訳を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている場合）

　　　　に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入してください。

　　　　また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数、留学生数を記入してください。

[　　－ 　]

（　　－　 ）（　　－　 ）（　　－　 ） （　　－　 ） （　　－　 ）

令和元年度 令和２年度

－ － － －

（　　－　 ）

令和６年度

[　　－ 　] [　　－ 　] [　　－ 　] [　　－ 　][　　－ 　]

令和３年度

76－

４年次

１年次

２年次

３年次

計

令和５年度令和４年度

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

備　　　　　考
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

- 人 - 人 令和元年度 - 人 - 人

令和元年度 - 人 - 人

令和２年度 - 人 - 人

令和元年度 - 人 - 人

令和２年度 - 人 - 人

令和３年度 - 人 - 人

令和元年度 - 人 - 人

令和２年度 - 人 - 人

令和３年度 - 人 - 人

令和４年度 - 人 - 人

令和元年度 - 人 - 人

令和２年度 - 人 - 人

令和３年度 - 人 - 人

令和４年度 - 人 - 人

令和５年度 - 人 - 人

令和元年度 - 人 - 人

令和２年度 - 人 - 人

令和３年度 - 人 - 人

令和４年度 - 人 - 人

令和５年度 - 人 - 人

令和６年度 0 人 0 人

0 人 0 人 0 人

（注）・　数字は、報告年度の５月１日現在の数字を記入してください。　（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　各対象年度の在学者数については、対象年度の人数を記入してください。（在学者数から退学者数を減らす必要はありません。）

　　　・　内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　　　・　在学者数、退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

　　　・　「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「就学意欲の低下（○人）」というように、その人数も含めて記入してください。

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【令和元年度】

令和元年度の退学者数（ａ） -
令和元年度の在学者数（ｂ） -

【令和２年度】

令和２年度の退学者数（ａ） -
令和２年度の在学者数（ｂ） -

【令和３年度】

令和３年度の退学者数（ａ） -
令和３年度の在学者数（ｂ） -

【令和４年度】

令和４年度の退学者数（ａ） -
令和４年度の在学者数（ｂ） -

【令和５年度】

令和５年度の退学者数（ａ） -
令和５年度の在学者数（ｂ） -

【令和６年度】

令和６年度の退学者数（ａ） 0
令和６年度の在学者数（ｂ） 76

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

= = 0 ％

令和６年度 76 人 0 人

=

=

=

=

=

=

=

人令和３年度 -

退学者数
主な退学理由

（留学生の理由は[　]書き）

　　　区　分

対象年度
うち留学生数

令和元年度

令和２年度

在学者数（b） 退学者数（a）

内訳

入学した年度

-人- 人

-

合　　計

人

令和４年度 - 人 - 人

人令和５年度 - 人 -

- ％

= = - ％

- ％=

- ％

- ％
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手

数理と情報 1前 2 8 5 1 数理と情報 1前 2 7 4 1 2

線形代数A 1前 2 　 　 2 1 　 　 1 線形代数A 1前 2 1

線形代数B 1後 2 　 　 2 1 　 　 1 線形代数B 1後 2 1

基礎数学演習1A 1前 1 　 　 2 1 　 　 基礎数学演習1A 1前 1 1 1 1

基礎数学演習1B 1後 1 　 　 2 1 　 　 基礎数学演習1B 1後 1 1 1 1

解析学A 1前 2 　 　 1 1 1 　 　 1 解析学A 1前 2 2 1

解析学B 1後 2 　 　 1 1 1 　 　 1 解析学B 1後 2 2 1

基礎数学演習2A 1前 1 　 2 1 　 基礎数学演習2A 1前 1 1 1 1

基礎数学演習2B 1後 1 2 1 基礎数学演習2B 1後 1 1 1 1

コンピュータとクラウドシステム 1前 2 2 2 コンピュータとクラウドシステム 1前 2 2

初級プログラミング 1後 2 　 　 1 4 　 　 初級プログラミング 1後 2 1 2

情報倫理 1後 2 3 情報倫理 1後 2 2

小計（12科目） - 20 0 0 8 5 1 0 0 1 小計（12科目） － 20 0 0 7 4 1 0 0 2

統計の数理 2前 2 1 2 統計の数理 2前 2 1 2

情報理論 2後 2 2 情報理論 2後 2 2

人工知能 2前 2 1 1 人工知能 2前 2 1 1

人工知能演習 2前 1 1 1 人工知能演習 2前 1 1 1

情報のための論理と数学 2前 2 1 1 情報のための論理と数学 2前 2 1 1

最適化の数理 2前 2 3 最適化の数理 2前 2 3

離散数学 2後 2 2 離散数学 2後 2 2

離散数学演習 2後 1 2 離散数学演習 2後 1 2

計算理論 2後 2 1 計算理論 2後 2 1

量子情報の基礎 2後 2 2 量子情報の基礎 2後 2 2

小計（10科目） - 4 14 0 5 2 1 0 0 2 小計（10科目） － 4 14 0 5 2 1 0 0 2

システムプログラミング 2前 2 1 1 システムプログラミング 2前 2 1 1

データ構造とアルゴリズム 2後 2 1 データ構造とアルゴリズム 2後 2 1

データ駆動型社会とデータサイエンス 2前 2 1 データ駆動型社会とデータサイエンス 2前 2 1

インターネット技術 2前 2 1 インターネット技術 2前 2 1

データ可視化演習 2前 1 1 1 データ可視化演習 2前 1 1 1

ロボティクス 2前 2 1 ロボティクス 2前 2 1

応用統計学 2後 2 1 応用統計学 2後 2 1

応用統計学演習 2後 1 1 応用統計学演習 2後 1 1

多変量データ解析 2後 2 1 多変量データ解析 2後 2 1

基盤ソフトウェア演習 2後 1 1 基盤ソフトウェア演習 2後 1 1

小計（10科目） － 4 13 0 4 4 0 0 0 0 小計（10科目） － 4 13 0 4 4 0 0 0 0

情報システムと社会 2後 2 1 情報システムと社会 2後 2 1

職業と倫理 2後 2 1 職業と倫理 2後 2 1

実験社会科学 3前 2 1 実験社会科学 3前 2 1

知的財産権とその実務 3前 2 1 知的財産権とその実務 3前 2 1

AIと法 3前 2 1 AIと法 3前 2 1

情報と法 3後 2 1 情報と法 3後 2 1

Current Affairs A 1前 2 1 （廃止）

Current Affairs B 1後 2 1 （廃止）

Business English A 3前 2 1 Business English A 3前 2 1

Business English B 3後 2 1 Business English B 3後 2 1

小計（10科目） － 0 20 0 2 0 0 0 0 4 小計（8科目） － 0 16 0 2 0 0 0 0 3

Project Based Learning 3後 2 4 2 1 Project Based Learning 3後 2 4 2 1

小計（1科目） － 2 0 0 4 2 0 0 0 1 小計（1科目） － 2 0 0 4 2 0 0 0 1

卒業研究 4通 6 8 5 1 卒業研究 4通 6 9 4 1

英語文献講読 4前 2 8 5 1 英語文献講読 4前 2 9 4 1

小計（2科目） － 8 0 0 8 5 1 0 0 0 小計（2科目） － 8 0 0 9 4 1 0 0 0

符号と暗号の数理 3前 2 1 1 符号と暗号の数理 3前 2 1 1

情報幾何学 3前 2 2 1 情報幾何学 3前 2 2 1

数理モデリング 3前 2 1 数理モデリング 3前 2 1

量子情報理論 3前 2 1 1 量子情報理論 3前 2 1 1

量子ネットワーク 3後 2 1 量子ネットワーク 3後 2 1

量子コンピューティング 3後 2 1 1 量子コンピューティング 3後 2 1 1

数値シミュレーション 3後 2 　　 1 数値シミュレーション 3後 2 　　 1

小計（7科目） － 0 14 0 3 2 1 0 0 2 小計（7科目） － 0 14 0 3 2 1 0 0 2

AIとデータサイエンスの数理 3前 2 1 1 AIとデータサイエンスの数理 3前 2 1 1

パターン認識と機械学習 3前 2 1 パターン認識と機械学習 3前 2 1

自然言語処理 3前 2 1 自然言語処理 3前 2 1

データマイニングとビッグデータ 3前 2 1 データマイニングとビッグデータ 3前 2 1

時系列データ解析 3後 2 1 時系列データ解析 3後 2 1

認知心理学 3後 2 1 認知心理学 3後 2 1

シグナルプロセッシング 3後 2 1 シグナルプロセッシング 3後 2 1

計算社会科学 3後 2 1 計算社会科学 3後 2 1

小計（8科目） － 0 16 0 1 1 0 0 0 2 小計（8科目） － 0 16 0 1 1 0 0 0 2
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配
当
年
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単位数 専任教員等の配置

２　授業科目の概要

＜情報数理学部　情報数理学科＞

【認可時又は届出時】

（１）－① 授業科目表
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手

コンピュータシステム 3前 2 1 コンピュータシステム 3前 2 1

情報セキュリティ 3前 2 1 情報セキュリティ 3前 2 1

プロセッサ・アクセラレータ構成法 3前 2 1 プロセッサ・アクセラレータ構成法 3前 2 1

組み込みシステムとIoT 3前 2 1 1 組み込みシステムとIoT 3前 2 1 1

データベースシステム 3後 2 1 データベースシステム 3後 2 1

オペレーティングシステム 3後 2 1 オペレーティングシステム 3後 2 1

コンピュータグラフィックス 3後 2 1 コンピュータグラフィックス 3後 2 1

コンピュータビジョン 3後 2 1 コンピュータビジョン 3後 2 1

小計（8科目） － 0 16 0 3 1 0 0 0 1 小計（8科目） － 0 16 0 3 1 0 0 0 1

ｷﾘｽﾄ教の基礎A 1前 2 1 ｷﾘｽﾄ教の基礎A 1前 2 1

ｷﾘｽﾄ教の基礎B 1後 2 1 ｷﾘｽﾄ教の基礎B 1後 2 1

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ1A 1前 1 3 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ1A 1前 1 2

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ1B 1後 1 3 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ1B 1後 1 2

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ2A 1前 1 3 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ2A 1前 1 3

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ2B 1後 1 3 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ2B 1後 1 3

ﾌﾗﾝｽ語1A 1前 1 1 ﾌﾗﾝｽ語1A 1前 1 2

ﾌﾗﾝｽ語1B 1後 1 1 ﾌﾗﾝｽ語1B 1後 1 2

ﾌﾗﾝｽ語2A 1前 1 1 ﾌﾗﾝｽ語2A 1前 1 2

ﾌﾗﾝｽ語2B 1後 1 1 ﾌﾗﾝｽ語2B 1後 1 2

ﾌﾗﾝｽ語演習初級A 1前 1 1 ﾌﾗﾝｽ語演習初級A 1前 1 2

ﾌﾗﾝｽ語演習初級B 1後 1 1 ﾌﾗﾝｽ語演習初級B 1後 1 2

中国語1A 1前 1 1 中国語1A 1前 1 5

中国語1B 1後 1 1 中国語1B 1後 1 5

中国語2A 1前 1 1 中国語2A 1前 1 5

中国語2B 1後 1 1 中国語2B 1後 1 5

中国語演習初級A 1前 1 1 中国語演習初級A 1前 1 2

中国語演習初級B 1後 1 1 中国語演習初級B 1後 1 2

ﾄﾞｲﾂ語1A 1前 1 1 ﾄﾞｲﾂ語1A 1前 1 1

ﾄﾞｲﾂ語1B 1後 1 1 ﾄﾞｲﾂ語1B 1後 1 1

ﾄﾞｲﾂ語2A 1前 1 1 ﾄﾞｲﾂ語2A 1前 1 1

ﾄﾞｲﾂ語2B 1後 1 1 ﾄﾞｲﾂ語2B 1後 1 1

ﾄﾞｲﾂ語演習初級A 1前 1 1 ﾄﾞｲﾂ語演習初級A 1前 1 1

ﾄﾞｲﾂ語演習初級B 1後 1 1 ﾄﾞｲﾂ語演習初級B 1後 1 1

ｽﾍﾟｲﾝ語1A 1前 1 1 ｽﾍﾟｲﾝ語1A 1前 1 2

ｽﾍﾟｲﾝ語1B 1後 1 1 ｽﾍﾟｲﾝ語1B 1後 1 2

ｽﾍﾟｲﾝ語2A 1前 1 1 ｽﾍﾟｲﾝ語2A 1前 1 2

ｽﾍﾟｲﾝ語2B 1後 1 1 ｽﾍﾟｲﾝ語2B 1後 1 2

ｽﾍﾟｲﾝ語演習初級A 1前 1 1 ｽﾍﾟｲﾝ語演習初級A 1前 1 2

ｽﾍﾟｲﾝ語演習初級B 1後 1 1 ｽﾍﾟｲﾝ語演習初級B 1後 1 2

ﾛｼｱ語1A 1前 1 1 ﾛｼｱ語1A 1前 1 1

ﾛｼｱ語1B 1後 1 1 ﾛｼｱ語1B 1後 1 1

ﾛｼｱ語2A 1前 1 1 ﾛｼｱ語2A 1前 1 1

ﾛｼｱ語2B 1後 1 1 ﾛｼｱ語2B 1後 1 1

韓国語1A 1前 1 1 韓国語1A 1前 1 1

韓国語1B 1後 1 1 韓国語1B 1後 1 1

韓国語2A 1前 1 1 韓国語2A 1前 1 1

韓国語2B 1後 1 1 韓国語2B 1後 1 1

韓国語演習初級A 1前 1 1 韓国語演習初級A 1前 1 2

韓国語演習初級B 1後 1 1 韓国語演習初級B 1後 1 2

日本語1A 1前 1 1 日本語1A 1前 1 2

日本語1B 1後 1 1 日本語1B 1後 1 2

日本語2A 1前 1 1 日本語2A 1前 1 3

日本語2B 1後 1 1 日本語2B 1後 1 3

ｲﾀﾘｱ語の基礎A 1前 1 1 ｲﾀﾘｱ語の基礎A 1前 1 1

ｲﾀﾘｱ語の基礎B 1後 1 1 ｲﾀﾘｱ語の基礎B 1後 1 1

ｱﾗﾋﾞｱ語の基礎A 1前 1 1 ｱﾗﾋﾞｱ語の基礎A 1前 1 1

ｱﾗﾋﾞｱ語の基礎B 1後 1 1 ｱﾗﾋﾞｱ語の基礎B 1後 1 1

ﾀｲ語の基礎A 1前 1 1

ﾀｲ語の基礎B 1後 1 1

ｷﾞﾘｼｱ語研究A 1前 2 1 ｷﾞﾘｼｱ語研究A 1前 2 1

ｷﾞﾘｼｱ語研究B 1後 2 1 ｷﾞﾘｼｱ語研究B 1後 2 1

ﾗﾃﾝ語研究A 1前 2 1 ﾗﾃﾝ語研究A 1前 2 1

ﾗﾃﾝ語研究B 1後 2 1 ﾗﾃﾝ語研究B 1後 2 1

手話1 1前 2 1 手話1 1前 2 1

ﾖｰﾛｯﾊﾟ言語圏の文化入門1 1前 2 1 ﾖｰﾛｯﾊﾟ言語圏の文化入門1 1前 2 2

ﾖｰﾛｯﾊﾟ言語圏の文化入門2 1前 2 1 ﾖｰﾛｯﾊﾟ言語圏の文化入門2 1前 2 1

ﾖｰﾛｯﾊﾟ言語圏の文化入門4 1前 2 1 ﾖｰﾛｯﾊﾟ言語圏の文化入門4 1前 2 1

ﾖｰﾛｯﾊﾟ言語圏の文化各論1 1後 2 1 ﾖｰﾛｯﾊﾟ言語圏の文化各論1 1後 2 1

ﾖｰﾛｯﾊﾟ言語圏の文化各論2 1後 2 1 ﾖｰﾛｯﾊﾟ言語圏の文化各論2 1後 2 1

ﾖｰﾛｯﾊﾟ言語圏の文化各論3 1後 2 1 ﾖｰﾛｯﾊﾟ言語圏の文化各論3 1後 2 1

ｱｼﾞｱ言語圏の文化入門1 1前 2 1 ｱｼﾞｱ言語圏の文化入門1 1前 2 2

ｱｼﾞｱ言語圏の文化入門2 1前 2 1 ｱｼﾞｱ言語圏の文化入門2 1前 2 1

ｱｼﾞｱ言語圏の文化入門3 1前 2 1 ｱｼﾞｱ言語圏の文化入門3 1前 2 1

ｱｼﾞｱ言語圏の文化入門4 1前 2 1 ｱｼﾞｱ言語圏の文化入門4 1前 2 1

ｱｼﾞｱ言語圏の文化各論3 1前 2 1 ｱｼﾞｱ言語圏の文化各論3 1前 2 2

ｱｼﾞｱ言語圏の文化各論4 1後 2 1 ｱｼﾞｱ言語圏の文化各論4 1後 2 2

情
報
シ
ス
テ
ム
・

セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
コ
ー

ス

コア科目

1
基
礎
科
目

情
報
シ
ス
テ
ム
・

セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
コ
ー

ス

コ
ー

ス
科
目

コ
ー

ス
科
目

言
語
系
科
目

明
治
学
院
共
通
科
目

学
科
科
目

授業科目の名称

配
当
年
次

学
科
科
目

明
治
学
院
共
通
科
目

言
語
系
科
目

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置
兼

任

・

兼

担

科目
区分

単位数 専任教員等の配置
兼

任

・

兼

担

コア科目

1
基
礎
科
目

6



必

　

修

選

　

択

自

　

由

教

　

授

准

教

授

講

　

師

助

　

教

助

　

手

必

　

修

選

　

択

自

　

由

教

　

授

准

教

授

講

　

師

助

　

教

助

　

手

英語特別研究A 1前 2 1 英語特別研究A 1前 2 3

英語特別研究B 1後 2 1 英語特別研究B 1後 2 3

英語研究1A 2前 2 1 英語研究1A 2前 2 8

英語研究1B 2後 2 1 英語研究1B 2後 2 8

英語研究2A 2前 2 1 英語研究2A 2前 2 2

英語研究2B 2後 2 1 英語研究2B 2後 2 2

ﾌﾗﾝｽ語3A 1前 1 1 ﾌﾗﾝｽ語3A 1前 1 2

ﾌﾗﾝｽ語3B 1後 1 1 ﾌﾗﾝｽ語3B 1後 1 2

ﾌﾗﾝｽ語4A 1前 1 1 ﾌﾗﾝｽ語4A 1前 1 2

ﾌﾗﾝｽ語4B 1後 1 1 ﾌﾗﾝｽ語4B 1後 1 2

ﾌﾗﾝｽ語研究1A 2前 2 1 ﾌﾗﾝｽ語研究1A 2前 2 7

ﾌﾗﾝｽ語研究1B 2後 2 1 ﾌﾗﾝｽ語研究1B 2後 2 7

ﾌﾗﾝｽ語研究2A 2前 2 1 ﾌﾗﾝｽ語研究2A 2前 2 6

ﾌﾗﾝｽ語研究2B 2後 2 1 ﾌﾗﾝｽ語研究2B 2後 2 6

ﾌﾗﾝｽ語演習中級A 1前 1 1 ﾌﾗﾝｽ語演習中級A 1前 1 1

ﾌﾗﾝｽ語演習中級B 1後 1 1 ﾌﾗﾝｽ語演習中級B 1後 1 1

中国語3A 1前 1 1 中国語3A 1前 1 3

中国語3B 1後 1 1 中国語3B 1後 1 3

中国語4A 1前 1 1 中国語4A 1前 1 3

中国語4B 1後 1 1 中国語4B 1後 1 3

中国語研究1A 2前 2 1 中国語研究1A 2前 2 4

中国語研究1B 2後 2 1 中国語研究1B 2後 2 4

中国語研究2A 2前 2 1 中国語研究2A 2前 2 4

中国語研究2B 2後 2 1 中国語研究2B 2後 2 4

中国語演習中級A 1前 1 1 中国語演習中級A（未開講） 1前 1 1

中国語演習中級B 1後 1 1 中国語演習中級B（未開講） 1後 1 1

ﾄﾞｲﾂ語3A 1前 1 1 ﾄﾞｲﾂ語3A 1前 1 1

ﾄﾞｲﾂ語3B 1後 1 1 ﾄﾞｲﾂ語3B 1後 1 1

ﾄﾞｲﾂ語4A 1前 1 1 ﾄﾞｲﾂ語4A 1前 1 1

ﾄﾞｲﾂ語4B 1後 1 1 ﾄﾞｲﾂ語4B 1後 1 1

ﾄﾞｲﾂ語研究1A 2前 2 1 ﾄﾞｲﾂ語研究1A 2前 2 2

ﾄﾞｲﾂ語研究1B 2後 2 1 ﾄﾞｲﾂ語研究1B 2後 2 2

ﾄﾞｲﾂ語研究2A 2前 2 1 ﾄﾞｲﾂ語研究2A 2前 2 2

ﾄﾞｲﾂ語研究2B 2後 2 1 ﾄﾞｲﾂ語研究2B 2後 2 2

ﾄﾞｲﾂ語演習中級A 1前 1 1 ﾄﾞｲﾂ語演習中級A 1前 1 1

ﾄﾞｲﾂ語演習中級B 1後 1 1 ﾄﾞｲﾂ語演習中級B 1後 1 1

ｽﾍﾟｲﾝ語3A 1前 1 1 ｽﾍﾟｲﾝ語3A 1前 1 3

ｽﾍﾟｲﾝ語3B 1後 1 1 ｽﾍﾟｲﾝ語3B 1後 1 3

ｽﾍﾟｲﾝ語4A 1前 1 1 ｽﾍﾟｲﾝ語4A 1前 1 3

ｽﾍﾟｲﾝ語4B 1後 1 1 ｽﾍﾟｲﾝ語4B 1後 1 3

ｽﾍﾟｲﾝ語研究1A 2前 2 1 ｽﾍﾟｲﾝ語研究1A 2前 2 2

ｽﾍﾟｲﾝ語研究1B 2後 2 1 ｽﾍﾟｲﾝ語研究1B 2後 2 2

ｽﾍﾟｲﾝ語研究2A 2前 2 1 ｽﾍﾟｲﾝ語研究2A 2前 2 2

ｽﾍﾟｲﾝ語研究2B 2後 2 1 ｽﾍﾟｲﾝ語研究2B 2後 2 2

ｽﾍﾟｲﾝ語演習中級A 1前 1 1 ｽﾍﾟｲﾝ語演習中級A 1前 1 1

ｽﾍﾟｲﾝ語演習中級B 1後 1 1 ｽﾍﾟｲﾝ語演習中級B 1後 1 1

ﾛｼｱ語3A 1前 1 1 ﾛｼｱ語3A 1前 1 1

ﾛｼｱ語3B 1後 1 1 ﾛｼｱ語3B 1後 1 1

ﾛｼｱ語4A 1前 1 1 ﾛｼｱ語4A 1前 1 1

ﾛｼｱ語4B 1後 1 1 ﾛｼｱ語4B 1後 1 1

ﾛｼｱ語研究1A 2前 2 1 ﾛｼｱ語研究1A 2前 2 1

ﾛｼｱ語研究1B 2後 2 1 ﾛｼｱ語研究1B 2後 2 1

ﾛｼｱ語研究2A 2前 2 1 ﾛｼｱ語研究2A 2前 2 1

ﾛｼｱ語研究2B 2後 2 1 ﾛｼｱ語研究2B 2後 2 1

韓国語3A 1前 1 1 韓国語3A 1前 1 2

韓国語3B 1後 1 1 韓国語3B 1後 1 2

韓国語4A 1前 1 1 韓国語4A 1前 1 2

韓国語4B 1後 1 1 韓国語4B 1後 1 2

韓国語研究1A 2前 2 1 韓国語研究1A 2前 2 5

韓国語研究1B 2後 2 1 韓国語研究1B 2後 2 5

韓国語研究2A 2前 2 1 韓国語研究2A 2前 2 3

韓国語研究2B 2後 2 1 韓国語研究2B 2後 2 3

韓国語演習中級A 1前 1 1 韓国語演習中級A 1前 1 1

韓国語演習中級B 1後 1 1 韓国語演習中級B 1後 1 1

日本語3A 2前 1 1 （廃止）

日本語3B 2後 1 1 （廃止）

日本語4A 2前 1 1 （廃止）

日本語4B 2後 1 1 （廃止）

日本語研究1A 2前 2 1 日本語研究1A 2前 2 1

日本語研究1B 2後 2 1 日本語研究1B 2後 2 1

日本語研究2A 2前 2 1 日本語研究2A 2前 2 1

日本語研究2B 2後 2 1 日本語研究2B 2後 2 1

日本語研究3A 2前 2 1 日本語研究3A 2前 2 1

日本語研究3B 2後 2 1 日本語研究3B 2後 2 1

手話2 1後 2 1 手話2 1後 2 1
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科
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英語研究3A 2前 2 1 英語研究3A 2前 2 2

英語研究3B 2後 2 1 英語研究3B 2後 2 2

ﾌﾗﾝｽ語研究3A 2前 2 1 ﾌﾗﾝｽ語研究3A 2前 2 1

ﾌﾗﾝｽ語研究3B 2後 2 1 ﾌﾗﾝｽ語研究3B 2後 2 1

ﾌﾗﾝｽ語研究4A 3前 2 1 ﾌﾗﾝｽ語研究4A 3前 2 1

ﾌﾗﾝｽ語研究4B 3後 2 1 ﾌﾗﾝｽ語研究4B 3後 2 1

中国語研究3A 2前 2 1 中国語研究3A 2前 2 1

中国語研究3B 2後 2 1 中国語研究3B 2後 2 1

中国語研究4A 3前 2 1 中国語研究4A 3前 2 1

中国語研究4B 3後 2 1 中国語研究4B 3後 2 1

ﾄﾞｲﾂ語研究3A 2前 2 1 ﾄﾞｲﾂ語研究3A 2前 2 1

ﾄﾞｲﾂ語研究3B 2後 2 1 ﾄﾞｲﾂ語研究3B 2後 2 1

ﾄﾞｲﾂ語研究4A 3前 2 1 ﾄﾞｲﾂ語研究4A 3前 2 1

ﾄﾞｲﾂ語研究4B 3後 2 1 ﾄﾞｲﾂ語研究4B 3後 2 1

ｽﾍﾟｲﾝ語研究3A 2前 2 1 ｽﾍﾟｲﾝ語研究3A 2前 2 1

ｽﾍﾟｲﾝ語研究3B 2後 2 1 ｽﾍﾟｲﾝ語研究3B 2後 2 1

ｽﾍﾟｲﾝ語研究4A 3前 2 1 ｽﾍﾟｲﾝ語研究4A 3前 2 1

ｽﾍﾟｲﾝ語研究4B 3後 2 1 ｽﾍﾟｲﾝ語研究4B 3後 2 1

ﾛｼｱ語研究3A 2前 2 1 ﾛｼｱ語研究3A 2前 2 1

ﾛｼｱ語研究3B 2後 2 1 ﾛｼｱ語研究3B 2後 2 1

ﾛｼｱ語研究4A 3前 2 1 ﾛｼｱ語研究4A 3前 2 1

ﾛｼｱ語研究4B 3後 2 1 ﾛｼｱ語研究4B 3後 2 1

韓国語研究3A 2前 2 1 韓国語研究3A 2前 2 1

韓国語研究3B 2後 2 1 韓国語研究3B 2後 2 1

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼｰ1 1前 2 2 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼｰ1 1前 2 17

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼｰ2 1後 2 1 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼｰ2 1後 2 13

情報科学1 1前 2 1 情報科学1 1前 2 1

情報科学2 1後 2 1 情報科学2 1後 2 1

情報科学3 1前 2 1 情報科学3 1前 2 1

情報科学4 1後 2 1 情報科学4 1後 2 1

哲学史1 1前 2 1 哲学史1 1前 2 3

哲学史2 1後 2 1 哲学史2 1後 2 3

倫理学入門1 1前 2 1 倫理学入門1 1前 2 1

倫理学入門2 1後 2 1 倫理学入門2 1後 2 1

論理学概論1 1前 2 1

論理学概論2 1後 2 1

心理学入門1 1前 2 1 心理学入門1 1前 2 4

心理学入門2 1後 2 1 心理学入門2 1後 2 4

教育学の基礎1 1前 2 1 教育学の基礎1 1前 2 1

教育学の基礎2 1後 2 1 教育学の基礎2 1後 2 1

日本文学概論1 1前 2 2 日本文学概論1 1前 2 1

日本文学概論2 1後 2 2 日本文学概論2 1後 2 1

日本文化論入門1 1前 2 1 日本文化論入門1 1前 2 1

日本文化論入門2 1後 2 1 日本文化論入門2 1後 2 1

日本文化論入門3 1前 2 1 日本文化論入門3 1前 2 2

日本文化論入門4 1後 2 1 日本文化論入門4 1後 2 2

宗教史1 1前 2 1 宗教史1 1前 2 2

宗教史2 1後 2 1 宗教史2 1後 2 2

宗教史3 1前 2 1 宗教史3 1前 2 1

宗教史4 1後 2 1 宗教史4 1後 2 1

現代社会とｷﾘｽﾄ教1 1前 2 1 現代社会とｷﾘｽﾄ教1 1前 2 1

現代社会とｷﾘｽﾄ教2 1後 2 1 現代社会とｷﾘｽﾄ教2 1後 2 1

現代社会とｷﾘｽﾄ教3 1前 2 1 現代社会とｷﾘｽﾄ教3 1前 2 2

現代社会とｷﾘｽﾄ教4 1後 2 1 現代社会とｷﾘｽﾄ教4 1後 2 1

哲学各論1 1前 2 1 哲学各論1 1前 2 3

哲学各論2 1後 2 1 哲学各論2 1後 2 3

科学思想1 1前 2 1 科学思想1 1前 2 2

科学思想2 1後 2 1 科学思想2 1後 2 2

倫理学各論1 1前 2 1 倫理学各論1 1前 2 1

倫理学各論2 1後 2 1 倫理学各論2 1後 2 1

伝統論理学1 1前 2 1 伝統論理学1 1前 2 1

伝統論理学2 1後 2 1 伝統論理学2 1後 2 1

現代論理学1 1前 2 1

現代論理学2 1後 2 1

心理学各論1 2前 2 1 心理学各論1 2前 2 1

心理学各論2 2後 2 1 心理学各論2 2後 2 2

心理学各論3 2前 2 1 心理学各論3 2後 2 1

心理学各論4 2後 2 2 心理学各論4 2前 2 2

芸術学各論1 1前 2 1 芸術学各論1 1前 2 1

芸術学各論2 1後 2 1 芸術学各論2 1後 2 1

芸術学各論3 1前 2 1 芸術学各論3 1前 2 2

芸術学各論4 1後 2 1 芸術学各論4 1後 2 2

日本文学講読1 1前 2 1 日本文学講読1 1前 2 2

日本文学講読2 1後 2 1 日本文学講読2 1後 2 2

日本文学講読3 1前 2 1 日本文学講読3 1前 2 2

日本文学講読4 1後 2 1 日本文学講読4 1後 2 1
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法学(日本国憲法を含む) 1 1前 2 1 法学(日本国憲法を含む) 1 1前 2 4

法学(日本国憲法を含む) 2 1後 2 1 法学(日本国憲法を含む) 2 1後 2 4

政治学1 1前 2 1 政治学1 1前 2 1

政治学2 1後 2 1 政治学2 1後 2 1

社会学理論の基礎1 1前 2 1 社会学理論の基礎1 1前 2 3

社会学理論の基礎2 1後 2 1 社会学理論の基礎2 1後 2 3

文化とﾒﾃﾞｨｱの社会学入門1 1前 2 1 文化とﾒﾃﾞｨｱの社会学入門1 1前 2 2

文化とﾒﾃﾞｨｱの社会学入門2 1後 2 1 文化とﾒﾃﾞｨｱの社会学入門2 1後 2 2

生命とｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨの社会学入門1 1前 2 1 生命とｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨの社会学入門1 1前 2 1

生命とｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨの社会学入門2 1後 2 1 生命とｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨの社会学入門2 1後 2 1

環境とｺﾐｭﾆﾃｨの社会学入門1 1前 2 1 環境とｺﾐｭﾆﾃｨの社会学入門1 1前 2 1

環境とｺﾐｭﾆﾃｨの社会学入門2 1後 2 1 環境とｺﾐｭﾆﾃｨの社会学入門2 1後 2 1

社会福祉学1 1前 2 1 社会福祉学1 1前 2 1

社会福祉学2 1後 2 1 社会福祉学2 1後 2 1

経済学1 1前 2 1 経済学1 1前 2 2

経済学2 1後 2 1 経済学2 1後 2 2

統計学1 1前 2 1 統計学1 1前 2 1

統計学2 1後 2 1 統計学2 1後 2 1

統計学3 1前 2 1 統計学3 1前 2 1

統計学4 1後 2 1 統計学4 1後 2 1

人文地理学入門1 1前 2 1 人文地理学入門1 1前 2 2

人文地理学入門2 1後 2 1 人文地理学入門2 1後 2 2

文化人類学入門1 1前 2 1 文化人類学入門1 1前 2 1

文化人類学入門2 1後 2 1 文化人類学入門2 1後 2 2

社会科学概論1 1前 2 1 社会科学概論1 1前 2 1

社会科学概論2 1後 2 1 社会科学概論2 1後 2 1

歴史学1 1前 2 1 歴史学1 1前 2 1

歴史学2 1後 2 1 歴史学2 1後 2 1

歴史学3 1前 2 1 歴史学3 1前 2 1

歴史学4 1後 2 1 歴史学4 1後 2 1

歴史学5 1前 2 1 歴史学5 1前 2 1

歴史学6 1後 2 1 歴史学6 1後 2 1

人文地理学1 1前 2 1 人文地理学1 1前 2 1

人文地理学2 1後 2 1 人文地理学2 1後 2 1

文化人類学各論1 1前 2 1 文化人類学各論1 1前 2 1

文化人類学各論2 1後 2 1 文化人類学各論2 1後 2 1

数学入門1 1前 2 1 数学入門1 1前 2 1

数学入門2 1後 2 1 数学入門2 1後 2 1

数学1 1前 2 1 数学1 1前 2 3

数学2 1後 2 1 数学2 1後 2 3

数学3 1前 2 1 数学3 1前 2 2

数学4 1後 2 1 数学4 1後 2 2

物理学入門1 1前 2 1 物理学入門1 1前 2 1

物理学入門2 1前 2 1 物理学入門2 1前 2 1

物理学方法論A 1前 2 1 1 物理学方法論A 1前 2 2

物理学方法論B 1後 2 1 1 物理学方法論B 1後 2 2

化学入門1 1前 2 1 化学入門1 1前 2 1

化学方法論A 1前 2 1 化学方法論A 1前 2 2

化学方法論B 1後 2 1 化学方法論B 1後 2 2

生物学入門1 1前 2 1 生物学入門1 1前 2 1

生物学入門2 1前 2 1 生物学入門2 1前 2 1

生物学方法論A 1前 2 1 生物学方法論A 1前 2 1

生物学方法論B 1後 2 1 生物学方法論B 1後 2 1

生命科学入門1 1前 2 1 生命科学入門1 1前 2 1

生命科学入門2 1後 2 1 生命科学入門2 1後 2 1

生命科学方法論A 1前 2 1 生命科学方法論A 1前 2 1

生命科学方法論B 1後 2 1 生命科学方法論B 1後 2 1

現代の物理学1 1後 2 1 現代の物理学1 1後 2 1

現代の物理学2 1後 2 1 現代の物理学2 1後 2 1

現代の化学1 1前 2 1 現代の化学1 1前 2 2

現代の化学2 1後 2 1 現代の化学2 1後 2 1

現代の化学3 1前 2 1 現代の化学3 1前 2 1

現代の生物学1 1前 2 1 現代の生物学1 1後 2 1

現代の生物学2 1後 2 1 現代の生物学2 1前 2 1

現代の生物学3 1前 2 1 現代の生物学3 1後 2 1

現代の生物学4 1後 2 1 現代の生物学4 1前 2 1

現代の生物学5 1前 2 1 現代の生物学5 1後 2 1

生物学特論 1後 2 1 生物学特論 1後 2 1

生命科学各論1 1前 2 1 生命科学各論1 1前 2 1

生命科学各論2 1後 2 1 生命科学各論2 1後 2 1

生命科学各論3 1前 2 1 生命科学各論3 1前 2 1

生命科学特論 1後 2 1 生命科学特論 1後 2 1

健康科学概論1 1前 2 1 健康科学概論1 1前 2 5

健康科学概論2 1後 2 1 健康科学概論2 1後 2 5

ｽﾎﾟｰﾂ科学概論1 1前 2 1 ｽﾎﾟｰﾂ科学概論1 1前 2 10

ｽﾎﾟｰﾂ科学概論2 1後 2 1 ｽﾎﾟｰﾂ科学概論2 1後 2 9
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ｽﾎﾟｰﾂ社会学概論1 1前 2 1 ｽﾎﾟｰﾂ社会学概論1 1前 2 1

ｽﾎﾟｰﾂ社会学概論2 1前 2 1 ｽﾎﾟｰﾂ社会学概論2 1前 2 2

ｽﾎﾟｰﾂ方法学1 1前 2 1 ｽﾎﾟｰﾂ方法学1 1前 2 21

ｽﾎﾟｰﾂ方法学2 1後 2 1 ｽﾎﾟｰﾂ方法学2 1後 2 21

ｽﾎﾟｰﾂ方法学3 1前 2 1 ｽﾎﾟｰﾂ方法学3 1前 2 16

ｽﾎﾟｰﾂ方法学4 1後 2 1 ｽﾎﾟｰﾂ方法学4 1後 2 17

ｼｰｽﾞﾝｽﾎﾟｰﾂ研究1A 1前 2 1 ｼｰｽﾞﾝｽﾎﾟｰﾂ研究1A 1前 2 3

ｼｰｽﾞﾝｽﾎﾟｰﾂ研究2A 1前 2 1 ｼｰｽﾞﾝｽﾎﾟｰﾂ研究2A 1前 2 3

ｼｰｽﾞﾝｽﾎﾟｰﾂ研究3A 1後 2 1 ｼｰｽﾞﾝｽﾎﾟｰﾂ研究3A 1後 2 4

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ科学理論･実習1 1前 2 1 ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ科学理論･実習1 1前 2 1

ﾊﾞｲｵﾒｶﾆｸｽ理論･実習1 1前 2 1 ﾊﾞｲｵﾒｶﾆｸｽ理論･実習1 1後 2 1

ｼｰｽﾞﾝｽﾎﾟｰﾂ研究1B 1前 2 1 ｼｰｽﾞﾝｽﾎﾟｰﾂ研究1B 1前 2 3

ｼｰｽﾞﾝｽﾎﾟｰﾂ研究2B 1前 2 1 ｼｰｽﾞﾝｽﾎﾟｰﾂ研究2B 1前 2 3

ｼｰｽﾞﾝｽﾎﾟｰﾂ研究3B 1後 2 1 ｼｰｽﾞﾝｽﾎﾟｰﾂ研究3B 1後 2 4

多文化共生入門1 1前 2 1 多文化共生入門1 1後 2 1

多文化共生入門2 1後 2 1 多文化共生入門2(未開講） 1後 2 1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｼﾁｽﾞﾝｼｯﾌﾟ入門1 1前 2 1 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｼﾁｽﾞﾝｼｯﾌﾟ入門1 1前 2 4

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｼﾁｽﾞﾝｼｯﾌﾟ入門2 1後 2 1 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｼﾁｽﾞﾝｼｯﾌﾟ入門2 1後 2 4

現代平和研究1 1前 2 1 現代平和研究1 1前 2 1

現代平和研究2 1後 2 1 現代平和研究2 1後 2 1

環境学各論1 1前 2 1

環境学各論2 1後 2 1

環境学各論3 1前 2 1 環境学各論3 1前 2 1

環境学各論4 1後 2 1 環境学各論4 1後 2 1

ｻｽﾃｲﾅﾋﾞﾘﾃｨｰ学1 1前 2 1 ｻｽﾃｲﾅﾋﾞﾘﾃｨｰ学1 1前 2 1

ｻｽﾃｲﾅﾋﾞﾘﾃｨｰ学2 1後 2 1 ｻｽﾃｲﾅﾋﾞﾘﾃｨｰ学2 1後 2 1

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ学入門1 1前 2 1 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ学入門1 1前 2 1

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ学入門2 1後 2 1 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ学入門2 1後 2 1

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ学入門3 1前 2 1 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ学入門3 1前 2 1

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ学入門4 1後 2 1 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ学入門4 1後 2 1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ社会と市民活動入門1 1前 2 1 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ社会と市民活動入門1 1前 2 1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ社会と市民活動入門2 1後 2 2 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ社会と市民活動入門2 1後 2 1

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ･市民活動論(国内)1A 1前 2 2 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ･市民活動論(国内)1A 1前 2 1

ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ﾗｲﾃｨﾝｸﾞの基礎 1
前・後 2 3 ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ﾗｲﾃｨﾝｸﾞの基礎 1

前・後 2 8

ﾗｲﾌﾃﾞｻﾞｲﾝ1 1後 2 2 ﾗｲﾌﾃﾞｻﾞｲﾝ1 1後 2 2

ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ1 2前 2 1 ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ1 2
前・後 2 1

日本の社会と文化1A 1前 2 2 日本の社会と文化1A 1前 2 1

日本の社会と文化1B 1後 2 2 日本の社会と文化1B 1後 2 1

異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究A 1前 2 1 異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究A 1前 2 1

異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究B 1後 2 1 異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究B 1後 2 1

ｵﾙｶﾞﾝ実習1 2前 2 1 ｵﾙｶﾞﾝ実習1 2前 2 1

ﾖｰﾛｯﾊﾟ研究(短期留学) 1前 4 1 ﾖｰﾛｯﾊﾟ研究(短期留学) 1前 4 1

ｲｷﾞﾘｽ研究(短期留学) 1前 4 1 ｲｷﾞﾘｽ研究(短期留学) 1前 4 1

ｽﾍﾟｲﾝ研究(短期留学) 1前 4 1 ｽﾍﾟｲﾝ研究(短期留学) 1前 4 1

ﾄﾞｲﾂ研究(短期留学) 1前 4 1 ﾄﾞｲﾂ研究(短期留学) 1前 4 1

ﾌﾗﾝｽ研究(短期留学) 1前 4 1 ﾌﾗﾝｽ研究(短期留学) 1前 4 1

ｱﾒﾘｶ研究(短期留学) 1前 4 1 ｱﾒﾘｶ研究(短期留学) 1前 4 1

ｶﾅﾀﾞ研究(短期留学) 1前 4 1 ｶﾅﾀﾞ研究(短期留学) 1前 4 1

韓国研究(短期留学) 1前 4 1 韓国研究(短期留学) 1前 4 1

中国研究(短期留学) 1前 4 1 中国研究(短期留学) 1前 4 1

ｵｾｱﾆｱ研究(短期留学) 1前 4 1 ｵｾｱﾆｱ研究(短期留学) 1前 4 1

東南ｱｼﾞｱ研究(短期留学) 1前 4 1 東南ｱｼﾞｱ研究(短期留学) 1前 4 1

ｱﾒﾘｶ研究(中期留学)基礎1 1前 1 1 ｱﾒﾘｶ研究(中期留学)基礎1 1前 1 1

ｱﾒﾘｶ研究(中期留学)基礎2 1前 1 1 ｱﾒﾘｶ研究(中期留学)基礎2 1前 1 1

ｱﾒﾘｶ研究(中期留学)基礎3 1前 1 1 ｱﾒﾘｶ研究(中期留学)基礎3 1前 1 1

ｱﾒﾘｶ研究(中期留学)基礎4 1前 1 1 ｱﾒﾘｶ研究(中期留学)基礎4 1前 1 1

ｱﾒﾘｶ研究(中期留学)基礎5 1前 1 1 ｱﾒﾘｶ研究(中期留学)基礎5 1前 1 1

ｱﾒﾘｶ研究(中期留学)基礎6 1前 1 1 ｱﾒﾘｶ研究(中期留学)基礎6 1前 1 1

ｱﾒﾘｶ研究(中期留学)応用1 1前 2 1 ｱﾒﾘｶ研究(中期留学)応用1 1前 2 1

ｱﾒﾘｶ研究(中期留学)応用2 1前 2 1 ｱﾒﾘｶ研究(中期留学)応用2 1前 2 1

ｱﾒﾘｶ研究(中期留学)応用3 1前 2 1 ｱﾒﾘｶ研究(中期留学)応用3 1前 2 1

ｱﾒﾘｶ研究(中期留学)応用4 1前 2 1 ｱﾒﾘｶ研究(中期留学)応用4 1前 2 1

ｱﾒﾘｶ研究(中期留学)応用5 1前 2 1 ｱﾒﾘｶ研究(中期留学)応用5 1前 2 1

ｱﾒﾘｶ研究(中期留学)応用6 1前 2 1 ｱﾒﾘｶ研究(中期留学)応用6 1前 2 1

ｱﾒﾘｶ研究(中期留学)発展1 1前 3 1 ｱﾒﾘｶ研究(中期留学)発展1 1前 3 1

ｱﾒﾘｶ研究(中期留学)発展2 1前 3 1 ｱﾒﾘｶ研究(中期留学)発展2 1前 3 1

ｱﾒﾘｶ研究(中期留学)発展3 1前 3 1 ｱﾒﾘｶ研究(中期留学)発展3 1前 3 1

ｱﾒﾘｶ研究(中期留学)発展4 1前 3 1 ｱﾒﾘｶ研究(中期留学)発展4 1前 3 1

ｱﾒﾘｶ研究(中期留学)発展5 1前 3 1 ｱﾒﾘｶ研究(中期留学)発展5 1前 3 1

ｱﾒﾘｶ研究(中期留学)発展6 1前 3 1 ｱﾒﾘｶ研究(中期留学)発展6 1前 3 1

海外ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ課題研究A 1前 2 1 海外ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ課題研究A 1前 2 1

海外ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ課題研究B 1後 2 1 海外ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ課題研究B 1後 2 1

多文化共生各論1 1前 2 1 多文化共生各論1 1前 2 1

多文化共生各論2 1後 2 1 多文化共生各論2 1後 2 1

多文化共生各論3 1前 2 1 多文化共生各論3 1前 2 1

多文化共生各論4 1後 2 1 多文化共生各論4 1後 2 1
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ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｼﾁｽﾞﾝｼｯﾌﾟ各論1 1前 2 1 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｼﾁｽﾞﾝｼｯﾌﾟ各論1 1前 2 1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｼﾁｽﾞﾝｼｯﾌﾟ各論2 1後 2 1 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｼﾁｽﾞﾝｼｯﾌﾟ各論2 1後 2 1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｼﾁｽﾞﾝｼｯﾌﾟ各論3 1前 2 1 1前 2 1

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｼﾁｽﾞﾝｼｯﾌﾟ各論4 1後 2 1 1後 2 1

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ･市民活動論(国内)1B 1後 2 2 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ･市民活動論(国内)1B 1後 2 1

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ論1 1後 2 1

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ･市民活動実習(国内) 1後 2 2 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ･市民活動実習(国内) 1後 2 1

ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ演習1 1
前・後 2 3 ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ演習1 1

前・後 2 14

ﾗｲﾌﾃﾞｻﾞｲﾝ2 2前 2 2 ﾗｲﾌﾃﾞｻﾞｲﾝ2 2前 2 1

ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ2 2前 2 1 ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ2 2前 2 1

ｽﾀﾃﾞｨｰﾂｱｰ1 1後 2 1 ｽﾀﾃﾞｨｰﾂｱｰ1 1後 2 2

ｽﾀﾃﾞｨｰﾂｱｰ3 1後 2 1 ｽﾀﾃﾞｨｰﾂｱｰ3 1後 2 1

ｽﾀﾃﾞｨｰﾂｱｰ4 1後 2 1 ｽﾀﾃﾞｨｰﾂｱｰ4 1後 2 1

ｵﾙｶﾞﾝ実習2 2後 2 1 ｵﾙｶﾞﾝ実習2 2後 2 1

Japanese History 1 1前 2 1 Japanese History 1 1前 2 1

Japanese History 2 1後 2 1 Japanese History 2 1後 2 1

Japanese History 5 1前 2 1 Japanese History 5 1前 2 1

Japanese History 6 1後 2 1 Japanese History 6 1後 2 1

Japanese Society 5 1前 2 1 Japanese Society 5 1前 2 1

Japanese Society 6 1後 2 1 Japanese Society 6 1後 2 1

Current Issues 3 1前 2 1 Current Issues 3 1前 2 1

Current Issues 4 1後 2 1 Current Issues 4 1後 2 1

ｱｼﾞｱ･日本研究A 3前 2 1 ｱｼﾞｱ･日本研究A 3前 2 1

ｱｼﾞｱ･日本研究B 3後 2 1 ｱｼﾞｱ･日本研究B 3後 2 1

AIと人間 1
前・後 2 12

1前 4 2

1前 4 2

1後 4 2

1後 4 2

社会学概論A 1前 2 1 社会学概論A 1前 2 1

社会学概論B 1後 2 1 社会学概論B 1後 2 1

－ 8 704 0 2 1 0 0 0 91 - 8 734 0 2 0 0 0 0 250

－ 46 797 0 8 5 1 0 0 98 － 46 823 0 9 4 1 0 0 259

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・  認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引」の「教育課程等の概要」を確認してください。

　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の授業科目全て（兼任、兼担教員が担当する科目を含む。）を

　　　　黒字で記入してください。その上で、各年度については、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても科目名の後ろに「（未開講）」として記入してください。
　　　・　１ページ目には認可時又は届出時と報告年度２つの表を記入してください。
　　　・　不要な年度（令和５年度開設であれば令和４年度以前）の表は適宜削除してください。

　　　　（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）
　　　・　専門職大学等の場合、「実験、実習又は実技による授業科目」には「【※】」、「臨地実務実習」による授業科目には「【臨】」、

　　　　　「連携実務演習」による授業科目には「【連】」を授業科目の名称の右側に記入してください。

　　　・　指定規則の改正により、新旧カリキュラムを並行して実施している場合は、旧カリキュラムについても記載してください。
　　　　　その場合は、新カリキュラムを全て記載したのち、最後に記載欄を追加し、年度ごとに記載してください。　　　　

情報数理学部情報数理学科の卒業必要単位数は124単位とする。なお、1年間に履修できる単位数は
48単位を限度とする。
学科科目の必要単位数は合計84単位とする。1・2年次までの必修科目16科目28単位、選択必修科目6
単位を必要とし、「社会と情報」科目群から4単位を選択する。3・4年次では、選択コースの科目群から
選択必修科目2単位（コース修了要件として，数理・量子情報コースでは「符号と暗号の数理」，AI・デー
タサイエンスコースでは「AIとデータサイエンスの数理」，情報システム・セキュリティコースでは「コン
ピュータシステム」を必ず選択する）を含む計12単位を選択し、PBL科目2単位および卒業研究・英語文
献講読の8単位を必修とする。残り24単位については、選択したコースによらず、他コースの科目群も含
めて自由選択可能とする。
明治学院共通科目の必要単位数は24単位とし、英語科目4単位、キリスト教の基礎4単位 を必修とす
る。また、共通科目のうち、第二外国語から4単位、自然科学系科目群および情報処理系科目群から4
単位をそれぞれ選択することとし、残りの8単位を自由選択とする。
その他フリーゾーンとして、16単位については明治学院共通科目、学科科目のいずれからも取得可とし
て取扱う。

　　　　　新旧がある年度については、その別がわかるように各年度の右側に（新）又は（旧）と追記してください。
　　　　　（例：記載順）【認可時又は届出時】→【令和６年度】(新)→【令和５年度】(新)→【令和４年度】→【令和３年度】→【令和６年度】(旧)→【令和５年度】(旧)

合計（455科目） 合計（463科目）

卒業要件及び履修方法 卒業要件及び履修方法

情報数理学部情報数理学科の卒業必要単位数は124単位とする。なお、1年間に履修できる単位数は
48単位を限度とする。
学科科目の必要単位数は合計84単位とする。1・2年次までの必修科目16科目28単位、選択必修科目6
単位を必要とし、「社会と情報」科目群から4単位を選択する。3・4年次では，選択コースの科目群から
選択必修科目2単位（コース修了要件として，数理・量子情報コースでは「符号と暗号の数理」，AI・デー
タサイエンスコースでは「AIとデータサイエンスの数理」，情報システム・セキュリティコースでは「コン
ピュータシステム」を必ず選択する）を含む計12単位を選択し、PBL科目2単位および卒業研究・英語文
献講読の8単位を必修とする。残り24単位については、選択したコースによらず、他コースの科目群も含
めて自由選択可能とする。
明治学院共通科目の必要単位数は24単位とし、英語科目4単位、キリスト教の基礎4単位 を必修とす
る。また、共通科目のうち、第二外国語から4単位、自然科学系科目群および情報処理系科目群から4
単位をそれぞれ選択することとし、残りの8単位を自由選択とする。
その他フリーゾーンとして、16単位については明治学院共通科目、学科科目のいずれからも取得可とし
て取扱う。

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｼﾁｽﾞﾝｼｯﾌﾟ各論3（未開講）

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｼﾁｽﾞﾝｼｯﾌﾟ各論4（未開講）

AI・DS系
科目群

海外協定
校連携
科目群

Academic Skills for
Intercultural
Competency

Introduction to Ethnic
Studies
Geography of
Contemporary Society
Advanced Topics in
Ethnic Studies

特別学科
科目

小計（387科目）

2
応
用
科
目

総
合
教
育
系
科
目
群

2
応
用
科
目

発
展

科
目

特別学科
科目

発
展

科
目

単位数 専任教員等の配置
兼

任

・

兼

担

小計（397科目）

明
治
学
院
共
通
科
目

明
治
学
院
共
通
科
目

総
合
教
育
系
科
目
群

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置
兼

任

・

兼

担
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【令和６年度】

（注）・  ２（１）ー① 授業科目表に記入された各年度における変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、
　　　　授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。
　　　・　不要な年度（令和５年度開設であれば令和４年度以前）の表は適宜削除してください。

　　　・　指定規則の改正により、新旧カリキュラムを並行して実施している場合は、新旧の変更内容をそれぞれ１つの枠内に記入してください。

　　　　

（１）－②授業科目表に関する変更内容

・「数理と情報」について、「准教授」から「教授」への昇格が発生したため、准教授が1名減、教授が1名増となり、また、2025年度就任予定の「教授」2名が兼任講
師として授業を担当しているため、教授が2名減、兼任・講師が2名増となり、「教授8,准教授5」から「教授7,准教授4」に、兼0から兼2に変更

　　　　

・「線形代数A」「線形代数B」について、授業運営上の理由により、教員等の配置を見直し「教授2,講師1,兼1」から「教授1」に変更

・「基礎数学演習1A」「基礎数学演習1B」について、「准教授」から「教授」への昇格が発生したため、「准教授2」から「教授1,准教授1」に変更

・「解析学A」「解析学B」について、「准教授」から「教授」への昇格と授業運営上の理由により、教員等の配置を見直し「教授1,准教授1,講師1,兼1」から「教授2,
講師1」に変更

・「基礎数学演習2A」「基礎数学演習2B」について、「准教授」から「教授」への昇格が発生したため、「准教授2」から「教授1,准教授1」に変更

・「初級プログラミング」について、授業運営上の理由により、教員等の配置を見直し「教授1,准教授4」から「教授1,准教授2」に変更

・「情報倫理」について、授業運営上の理由により、教員等の配置を見直し「教授3」から「教授2」に変更

・「卒業研究」について、「准教授」から「教授」への昇格が発生したため、「教授8,准教授5」から「教授9,准教授4」に変更

・「英語文献講読」について、「准教授」から「教授」への昇格が発生したため、「教授8,准教授5」から「教授9,准教授4」に変更

・「英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ1A」「英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ1B」について、適正なクラス配置を考慮し、兼3から兼2に変更

・「コンピュータとクラウドシステム」について、授業運営上の理由により、教員等の配置を見直し「教授2,准教授2」から「准教授2」に変更

・「ﾌﾗﾝｽ語1A」「ﾌﾗﾝｽ語1B」「ﾌﾗﾝｽ語2A」「ﾌﾗﾝｽ語2B」「ﾌﾗﾝｽ語演習初級A」「ﾌﾗﾝｽ語演習初級B」について、適正なクラス配置を考慮し、兼1から兼2に変更

・「中国語1A」「中国語1B」「中国語2A」「中国語2B」について、適正なクラス配置を考慮し、兼1から兼5に変更

・「中国語演習初級A」「中国語演習初級B」について、適正なクラス配置を考慮し、兼1から兼2に変更

・「ｽﾍﾟｲﾝ語1A」「ｽﾍﾟｲﾝ語1B」「ｽﾍﾟｲﾝ語2A」「ｽﾍﾟｲﾝ語2B」「ｽﾍﾟｲﾝ語演習初級A」「ｽﾍﾟｲﾝ語演習初級B」について、適正なクラス配置を考慮し、兼1から兼2に変更

・「韓国語演習初級A」「韓国語演習初級B」について、適正なクラス配置を考慮し、兼1から兼2に変更

・「日本語1A」「日本語1B」について、適正なクラス配置を考慮し、兼1から兼2に変更

・「日本語2A」「日本語2B」について、適正なクラス配置を考慮し、兼1から兼3に変更

・「ﾀｲ語の基礎A」「ﾀｲ語の基礎B」について、学生の語学学習の幅を広げるため追加

・「ﾖｰﾛｯﾊﾟ言語圏の文化入門1」について、適正なクラス配置を考慮し、兼1から兼2に変更

・「ｱｼﾞｱ言語圏の文化入門1」について、適正なクラス配置を考慮し、兼1から兼2に変更

・「ｱｼﾞｱ言語圏の文化各論3」「ｱｼﾞｱ言語圏の文化各論4」について、適正なクラス配置を考慮し、兼1から兼2に変更

・「英語特別研究A」「英語特別研究B」について、適正なクラス配置を考慮し、兼1から兼3に変更

・「英語研究1A」「英語研究1B」について、適正なクラス配置を考慮し、兼1から兼8に変更

・「英語研究2A」「英語研究2B」について、適正なクラス配置を考慮し、兼1から兼2に変更

・「ﾌﾗﾝｽ語3A」「ﾌﾗﾝｽ語3B」「ﾌﾗﾝｽ語4A」「ﾌﾗﾝｽ語4B」について、適正なクラス配置を考慮し、兼1から兼2に変更

・「ﾌﾗﾝｽ語研究1A」「ﾌﾗﾝｽ語研究1B」について、適正なクラス配置を考慮し、兼1から兼7に変更

・「ﾌﾗﾝｽ語研究2A」「ﾌﾗﾝｽ語研究2B」について、適正なクラス配置を考慮し、兼1から兼6に変更

・「中国語3A」「中国語3B」「中国語4A」「中国語4B」について、適正なクラス配置を考慮し、兼1から兼3に変更

・「中国語研究1A」「中国語研究1B」「中国語研究2A」「中国語研究2B」について、適正なクラス配置を考慮し、兼1から兼4に変更

・「ﾄﾞｲﾂ語研究1A」「ﾄﾞｲﾂ語研究1B」「ﾄﾞｲﾂ語研究2A」「ﾄﾞｲﾂ語研究2B」について、適正なクラス配置を考慮し、兼1から兼2に変更

・「ｽﾍﾟｲﾝ語3A」「ｽﾍﾟｲﾝ語3B」「ｽﾍﾟｲﾝ語4A」「ｽﾍﾟｲﾝ語4B」について、適正なクラス配置を考慮し、兼1から兼3に変更

・「ｽﾍﾟｲﾝ語研究1A」「ｽﾍﾟｲﾝ語研究1B」「ｽﾍﾟｲﾝ語研究2A」「ｽﾍﾟｲﾝ語研究2B」について、適正なクラス配置を考慮し、兼1から兼2に変更

・「韓国語3A」「韓国語3B」「韓国語4A」「韓国語4B」について、適正なクラス配置を考慮し、兼1から兼2に変更

・「韓国語研究1A」「韓国語研究1B」について、適正なクラス配置を考慮し、兼1から兼5に変更

・「韓国語研究2A」「韓国語研究2B」について、適正なクラス配置を考慮し、兼1から兼3に変更

・「英語研究3A」「英語研究3B」について、適正なクラス配置を考慮し、兼1から兼2に変更

・「ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼｰ1」について、適正なクラス配置を考慮し、兼1から兼17に変更

・「ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼｰ2」について、適正なクラス配置を考慮し、兼1から兼13に変更

・「哲学史1」「哲学史2」について、適正なクラス配置を考慮し、兼1から兼3に変更

・「論理学概論1」「論理学概論2」について、履修の幅を持たせるために追加

・「心理学入門1」「心理学入門2」について、適正なクラス配置を考慮し、兼1から兼4に変更

・「日本文学概論1」「日本文学概論2」について、担当者の研究サバティカル取得に伴い、兼2から兼1へ変更

・「日本文化論入門3」「日本文化論入門4」について、適正なクラス配置を考慮し、兼1から兼2に変更

・「宗教史1」「宗教史2」について、適正なクラス配置を考慮し、兼1から兼2に変更

・「現代社会とｷﾘｽﾄ教3」について、適正なクラス配置を考慮し、兼1から兼2に変更

・「哲学各論1」「哲学各論2」について、適正なクラス配置を考慮し、兼1から兼3に変更

・「科学思想1」「科学思想2」について、適正なクラス配置を考慮し、兼1から兼2に変更

・「現代論理学1」「現代論理学2」について、履修の幅を持たせるために追加

・「心理学各論2」について、適正なクラス配置を考慮し、兼1から兼2に変更

・「心理学各論3」について、適正なカリキュラム構成を考慮し、2前から2後へ変更

・「心理学各論4」について、適正なカリキュラム構成を考慮し、2後から2前へ変更

・「芸術学各論3」「芸術学各論4」について、適正なクラス配置を考慮し、兼1から兼2に変更

・「日本文学講読1」「日本文学講読2」「日本文学講読3」について、担当者の研究サバティカル取得および教員配置の見直しにより、兼1から兼2に変更

・「法学(日本国憲法を含む)1」「法学(日本国憲法を含む)2」について、適正なクラス配置を考慮し、兼1から兼4に変更

・「社会学理論の基礎1」「社会学理論の基礎2」について、適正なクラス配置を考慮し、兼1から兼3に変更

・「文化とﾒﾃﾞｨｱの社会学入門1」「文化とﾒﾃﾞｨｱの社会学入門2」について、適正なクラス配置を考慮し、兼1から兼2に変更

・「経済学1」「経済学2」について、適正なクラス配置を考慮し、兼1から兼2に変更

・「人文地理学入門1」「人文地理学入門2」について、適正なクラス配置を考慮し、兼1から兼2に変更

・「文化人類学入門2」について、適正なクラス配置を考慮し、兼1から兼2に変更

・「数学1」「数学2」について、適正なクラス配置を考慮し、兼1から兼3に変更

・「数学3」「数学4」について、適正なクラス配置を考慮し、兼1から兼2に変更

・「物理学入門2」について、「准教授」から「教授」への昇格が発生したため、「准教授1」から「教授1」に変更

・「物理学方法論A」「物理学方法論B」について、「准教授」から「教授」への昇格が発生したため、「教授1,准教授1」から「教授2」に変更

・「化学方法論A」「化学方法論B」について、適正なクラス配置を考慮し、兼1から兼2に変更

・「ｼｰｽﾞﾝｽﾎﾟｰﾂ研究1A」「ｼｰｽﾞﾝｽﾎﾟｰﾂ研究2A」について、適正なクラス配置を考慮し、兼1から兼3に変更

・「ｼｰｽﾞﾝｽﾎﾟｰﾂ研究3A」について、適正なクラス配置を考慮し、兼1から兼4に変更

・「ﾊﾞｲｵﾒｶﾆｸｽ理論･実習1」について、適正なカリキュラム構成を考慮し、1前から1後へ変更

・「現代の物理学2」について、「准教授」から「教授」への昇格が発生したため、「准教授1」から「教授1」に変更

・「現代の化学1」について、適正なクラス配置を考慮し、兼1から兼2に変更

・「現代の生物学1」について、適正なカリキュラム構成を考慮し、1前から1後へ変更

・「現代の生物学2」について、適正なカリキュラム構成を考慮し、1後から1前へ変更

・「現代の生物学3」について、適正なカリキュラム構成を考慮し、1前から1後へ変更

・「現代の生物学4」について、適正なカリキュラム構成を考慮し、1後から1前へ変更

・「現代の生物学5」について、適正なカリキュラム構成を考慮し、1前から1後へ変更

・「健康科学概論1」「健康科学概論2」について、適正なクラス配置を考慮し、兼1から兼5に変更

・「ｽﾎﾟｰﾂ科学概論1」について、適正なクラス配置を考慮し、兼1から兼10に変更

・「ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ1」について、履修の幅を持たせるため、2前から2前・後に変更

・「ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ論1」について、履修の幅を持たせるため新たに開講

・「ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ･市民活動実習(国内)」について、担当者の研究サバティカル取得により、兼2から兼1へ変更

・「ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ演習1」について、適正なクラス配置を考慮し、兼3から兼14に変更

・「ﾗｲﾌﾃﾞｻﾞｲﾝ2」について、担当者就任辞退により、兼2から兼1へ変更

・「ｽﾀﾃﾞｨｰﾂｱｰ1」について、教育的効果を考慮し、兼1から兼2に変更

・全学的にデータサイエンス教育を推進するため「AIと人間」を新たに開講（兼12によるオムニバス）

・海外協定校との科目を全学的に導入するため、海外協定校連携科目群として「Academic Skills for Intercultural Competency」「Introduction to Ethnic
Studies」「Geography of Contemporary Society」「Advanced Topics in Ethnic Studies」を新たに開講

・「ｼｰｽﾞﾝｽﾎﾟｰﾂ研究1B」について、適正なクラス配置を考慮し、兼1から兼3に変更

・「ｼｰｽﾞﾝｽﾎﾟｰﾂ研究2B」について、適正なクラス配置を考慮し、兼1から兼3に変更

・「ｼｰｽﾞﾝｽﾎﾟｰﾂ研究3B」について、適正なクラス配置を考慮し、兼1から兼4に変更

・「多文化共生入門1」について、、適正なカリキュラム構成を考慮し、1前から1後へ変更

・「ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｼﾁｽﾞﾝｼｯﾌﾟ入門1」「ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｼﾁｽﾞﾝｼｯﾌﾟ入門2」について、適正なクラス配置を考慮し、兼1から兼4に変更

・「環境学各論1」「環境学各論2」について、履修の幅を持たせるために追加

・「ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ社会と市民活動入門2」について、担当者の研究サバティカル取得および教員配置の見直しにより、兼2から兼1へ変更

・「ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ･市民活動論(国内)1A」について、担当者の研究サバティカル取得により、兼2から兼1へ変更

・「ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ﾗｲﾃｨﾝｸﾞの基礎」について、適正なクラス配置を考慮し、兼3から兼8に変更

・「ｽﾎﾟｰﾂ科学概論2」について、適正なクラス配置を考慮し、兼1から兼9に変更

・「ｽﾎﾟｰﾂ社会学概論2」について、適正なクラス配置を考慮し、兼1から兼2に変更

・「ｽﾎﾟｰﾂ方法学1」について、適正なクラス配置を考慮し、兼1から兼21に変更

・「ｽﾎﾟｰﾂ方法学2」について、適正なクラス配置を考慮し、兼1から兼21に変更

・「ｽﾎﾟｰﾂ方法学3」について、適正なクラス配置を考慮し、兼1から兼16に変更

・「ｽﾎﾟｰﾂ方法学4」について、適正なクラス配置を考慮し、兼1から兼17に変更

12



科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに、［　］内に、設置時の計画からの増減を

　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

　　　　設置時の計画からの増減を記入してください。

自由

455

計

（２） 授業科目数

設置時の計画 変更状況
備考

必修 選択 自由 選択必修計（Ａ）

　　　　の授業科目数及び設置時の計画からの増減を記入するとともに、「備考」に変更前のカリキュラム（旧カリキュラム）の授業科目数と

0 463

[　　　　] [　8　] [　　　　] [　8　]

43825 430 0

　　　・　指定規則の改正により、新旧カリキュラムを並行して実施している場合は、「変更状況」には変更後のカリキュラム（新カリキュラム）

25

13



番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１ 中国語演習中級A 1 1前 一般 選択

２ 中国語演習中級B 1 1後 一般 選択

３ ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｼﾁｽﾞﾝｼｯﾌﾟ各論3 2 1前 一般 選択

４ ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｼﾁｽﾞﾝｼｯﾌﾟ各論4 2 1後 一般 選択

５ 多文化共生入門2 2 1後 一般 選択

（注）・　配当年次に達しているにも関わらず、何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して
　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。
　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については記入しないでください。
　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１ Current Affairs A 2 1前 一般 選択

２ Current Affairs B 2 1後 一般 選択

３ 日本語3A 1 2前 一般 選択

４ 日本語3B 1 2後 一般 選択

５ 日本語4A 1 2前 一般 選択

６ 日本語4B 1 2後 一般 選択

（注）・　設置時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して
　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する大学の所見、
　　　　学生への周知方法、今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して
　　　　ください。

（４） 廃止科目

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」として記入してください。

全学的な科目区分の見直しに伴い科目名称を変更
し明治学院共通科目に配置する

他学部用に設定された科目であり、本学部生は履
修できないため。

他学部用に設定された科目であり、本学部生は履
修できないため。

廃止の理由、代替措置の有無

　　　・　該当がない場合は「廃止の理由、代替措置の有無」欄に「該当なし」と記入してください。

（３） 未開講科目

未開講の理由、代替措置の有無

教員配置の見直しにより、24年度は未開講
とした。次年度は開講予定であり、影響は
ないと考えている。

教員配置の見直しにより、24年度は未開講
とした。次年度は開講予定であり、影響は
ないと考えている。

担当教員のサバティカル研究取得のため、
24年度は未開講とした。次年度は開講予定
であり、影響はないと考えている。

　　　　ください。
　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

未開講科目
1～5については、4年間を通じて履修が可能な明治学院共通科目であり、教員配置の見直し等により24年度は未開講
としているが、次年度は開講を予定しているため、学生への影響はないと考えている。

廃止科目
1・2については、本科目の内容を細分化して明治学院共通科目（海外協定校連携科目群）に配置するため、引き続き
履修できるとともに、学びの幅が広がると考えられる。3～6については本来当該学部生が履修できるものではないた
め是正した。

学生への周知方法
時間割、履修要項等で周知している。未開講科目は次年度開講のため、影響はないと考えている。廃止科目（1,2）
は科目を細分化して再配置するため、影響はない。廃止科目（3～6）は、従来より特定の学部のための科目であり、
当該学部生への影響はない。

教員配置の見直しにより、24年度は未開講
とした。次年度は開講予定であり、影響は
ないと考えている。

教員配置の見直しにより、24年度は未開講
とした。次年度は開講予定であり、影響は
ないと考えている。

全学的な科目区分の見直しに伴い科目名称を変更
し明治学院共通科目に配置する

他学部用に設定された科目であり、本学部生は履
修できないため。

他学部用に設定された科目であり、本学部生は履
修できないため。

　　　・　該当がない場合は「未開講の理由、代替措置の有無」欄に「該当なし」と記入してください。

14



（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

11

455

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。
　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように
　　　　留意してください。

％
設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）

未開講科目（３）と廃止科目（４）の計
＝ ＝ 2.41
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備考

大学全体

横浜図書館レイアウト
変更に伴う座席数の変
更（6)

大学全体

大学全体

大学全体

大学全体

既存施設の用途変更によ
る増減（講義室、共同研
究室、持込PC利用室。そ
の他用途検討中）（6）

大学全体での
共有部分
図書
1,177,831冊〔426,026〕
1,165,860冊〔424,228〕
学術雑誌
120,566種〔93,528〕
113,858種〔88,423〕
電子ジャーナル
108,998〔89,080〕
102,260〔83,966〕
視聴覚資料
9,707点
9,850点

令和5年度の購入実績を反
映（6）

図書費には電子ジャー
ナル・データベースの
整備費（運用コストを
含む）を含む
　
開設前年度実績確定に
伴う変更、開設年度見
積変更に伴う変更及び
学納金金額変更に伴う
変更（6）

(７) 体　　育　　館

実験実習室

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては、変更部分を赤字で見え消し修正するとともに、

　　　　その理由及び報告年度「（６）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は、その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

0㎡

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお、「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を、その他の

そ　の　他

合　　　計

1,280㎡

(８)

(６) 図　　書　　館

教員１人当り研究費等

74,001㎡

0㎡ 0㎡

完成年度

1217
1222

(2,808〔2,807〕)
（2,624〔2,624〕）

（108） (11)

収 納 可 能 冊 数

108 623 -

(11) （-）（108）

面　　　　　積

区　　分

閲 覧 座 席 数

(2,808〔2,807〕)
（2,624〔2,624〕）

7,650㎡ 弓 道 場

体育館以外のスポーツ施設の概要

34室

射 撃 場

講　義　室

図
書
・
設
備

(５)

計

2,881〔2,811〕
2,867〔2,804〕

種

情報数理学部
情報数理学科

24,171〔8,477〕
23,891〔8,474〕

機械・器具

108 623

(３) 教　　室　　等

演　習　室

(４) 専任教員研究室

(24,171〔8,477〕)
（23,578〔8,474〕）

(2,881〔2,811〕)
（2,691〔2,628〕）

59室

　

新設学部等
の名称

450千円

開設前年度

150室
149室

1,267,775

標　　本

-

点

10,908㎡

74,001㎡ 0㎡

24,171〔8,477〕
23,891〔8,474〕

図　　書 学術雑誌

〔うち外国書〕

〔うち外国書〕

〔うち外国書〕

2,808〔2,807〕
2,800〔2,800〕

2,808〔2,807〕
2,800〔2,800〕

(2,881〔2,811〕)
（2,691〔2,628〕）

0㎡

点点

282,443㎡

0㎡

経費
の見
積り

学生納付金以外の維持方法の概要 私立大学等経常費補助金，手数料収入 等

区　　　　分 開設年度

共 同 研 究 費 等
4,404千円
2,982千円

4,404千円
2,982千円

31,012千円
27,286千円

第６年次

32,562千円
31,968千円

8,963千円

7,030千円
4,389千円

4,573千円

開設年度

-

完成年度

4,690千円
4,030千円

1,439千円
1,579千円

-

450千円

設備購入費

図書購入費

1,439千円
1,579千円

内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

専　　　用

学生１人当り
納付金

第１年次 第２年次 第３年次

1,639千円
1,579千円

1,439千円
1,579千円

第４年次 第５年次

(24,171〔8,477〕)
（23,578〔8,474〕）

283,723㎡

語学学習施設

（補助職員　2　人）

4室　5室

情報処理学習施設

20室　24室

（補助職員　9　人）

（-）

0㎡

電子ジャーナル

面　　　　　積

1,280㎡

３　施設・設備の整備状況，経費

0㎡ 95,254㎡

（　　　　　90,746㎡）

283,723㎡ 0㎡

計

95,254㎡ 0㎡

（　　　　　　0㎡） （　　　　　　0㎡）

校
　
　
地
　
　
等

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

運動場用地

小　　　計

区　　　　　分

282,443㎡

(１) 区　　 分

校 舎 敷 地

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少、建築計画の遅延）がある場合には、「建築等設置計画変更書」

　　　　を併せて提出してください。

　　　・　国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

0㎡ 0㎡ 208,442㎡208,442㎡

（　　　　　　90,746㎡）

(２) 校　　　　　舎

　　　・　「(５)図書・設備」については、上段に完成年度の予定数値を、下段には報告年度の５月１日現在の数値を記入してください。

（注）・　設置時の計画を、申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合、　　　　

新設学部等の名称 室　　　　　　数

情報数理学部 室

冊

2,881〔2,811〕
2,867〔2,804〕

14

視聴覚資料

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要
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大 学 の 名 称
収容定員充足
率0.7倍以下の
学科数

0
収容定員充足
率1.15倍以上
の学科数

0

年 人 年次 人 年度 年度

人

文学部 4 505 - 2,020 - -

　英文学科 4 225 - 900 学士
（英文学）

- 昭和24

　フランス文学科 4 115 - 460
学士

（フランス文
学）

- 昭和40

　芸術学科 4 165 - 660 学士
（芸術学）

- 平成2

経済学部 4 690 - 2,760 - -

　経済学科 4 325 - 1,300 学士
（経済学）

- 昭和24
    一丁目2番37号
 　 （3,4年次）

　経営学科 4 210 - 840 学士
（経営学）

- 昭和27

　国際経営学科 4 155 - 620
学士

（国際経営
学）

- 平成18

社会学部 4 490 - 1,960 - -

　社会学科 4 245 - 1,000 学士
（社会学）

- 昭和24 R4年4月入学定員減(△20名）

　社会福祉学科 4 245 - 960
学士

（社会福祉
学）

- 昭和40 R4年4月入学定員増(20名）

法学部 4 645 - 2,580 - 1.02 1.00 -

　法律学科 4 200 - 800 学士
（法学）

1.00 1.00 - 昭和41

　政治学科 4 155 - 620 学士
（政治学）

1.02 1.00 - 平成2

　消費情報環境法学科 4 225 - 900 学士
（法学）

1.03 1.00 - 平成12

　グローバル法学科 4 65 - 260 学士
（法学）

1.10 1.07 - 平成30

国際学部 4 300 - 1,200 - 1.09 1.03 -

　国際学科 4 245 - 980 学士
（国際学）

1.10 1.04 - 昭和61

　神奈川県横浜市

　国際キャリア学科 4 55 - 220 学士
（国際学）

1.05 1.00 - 平成23

　戸塚区上倉田町
1518番地

心理学部 4 320 - 1,280 - 1.03 1.02 -

　心理学科 4 175 - 700 学士
（心理学）

1.04 1.03 - 平成16
    東京都港区白金台
    一丁目2番37号
 　 （3,4年次）

　教育発達学科 4 145 - 580
学士

（教育発達
学）

1.02 1.01 - 平成22

    神奈川県横浜市
    戸塚区上倉田町

1518番地
    （1,2年次）

情報数理学部 4 80 - 80 - 0.95 - -

　情報数理学科 4 80 - 80
学士

（情報数理
学）

0.95 - - 令和6
神奈川県横浜市
戸塚区上倉田町

1518番地

大学全体 4 3,030 - 11,880 - - -

４　既設大学等の状況

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

定員変更
年度

（AC期間
の学科の

み）

開設
年度

　明　治　学　院　大　学

備　　考所在地

    東京都港区白金台

-

   神奈川県横浜市

　 戸塚区上倉田町
1518番地

（1,2年次）

-

1.07

1.06

-

1.05

1.04

1.07

        なお、本調査の対象となっている大学等の設置者が設置している他の大学等の状況については、記入する必要はありません。

　　　「収容定員充足率」が0.7倍以下又は1.15倍以上の学科数を記入する項目を「－」とした上で、「非表示」設定としてください。

　　　・学部の学科等、「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。

　　　・記載項目以外、保護をかけています。不要な行は、「非表示」設定としてください。また、記載する必要がない学校種の記載欄については、

（注）・本調査の対象となっている大学、短期大学及び高等専門学校（以下「大学等」という。）について、既に設置している学部等

　　　　（短期大学、高等専門学校にあっては学科等）の報告年度の５月１日現在の状況を記入してください。（大学院、専攻科及び別科を除く）。

1.05

倍

収容定員
充足率

収容定員
充足率

（控除後）

1.02

倍

1.04

1.10

1.01

1.04

1.03

1.07

1.02

1.01

1.06

1.00

1.00

1.04

1.01

1.05

1.00
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　　　・「収容定員充足率」には、報告年度における５月１日現在の収容定員数に対する学生数の割合を記入してください。

　　　・「収容定員充足率（控除後）」には、「収容定員充足率」が1.00倍を超える場合、「大学、短期大学及び高等専門学校の設置等に係る認可の基準」

　　　　第１条第２項により修業年限超過者を控除した場合及び附則第２項及び第４項を適用した場合の控除及び適用後の「収容定員充足率」を記入してください。

　　　　なお、「収容定員充足率」が1.00倍以下の場合や、1.00倍を越える場合であっても上記の控除及び適用がない場合には、「－」としてください。

　　　　コメント機能で操作方法を案内していますのでご参照ください。

　　　　※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている場合を含めます。

　　　　　履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

      ・本年度ＡＣの対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。

　　　　算出に当たっては、「大学の設置等に係る提出書類の作成の手引（令和７年度開設用）Ⅳ.33収容定員の充足状況」をご確認ください。

　　　・「収容定員充足率（控除後含む）」は、小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

　　　　また、0.7倍以下又は1.15倍以上の学科については、必ず太字にしてください。当該設定は、学科のみとし、学部及び専攻を太字にする必要はありません。

　　　・「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影響のある情報を記入してください。

　　　　開設後、完成年度を迎えていない学科等については、開設年度から報告年度までの報告年度における５月１日現在の収容定員数に対する学生数の割合を記載してください。

　　　・「所在地」及び「備考」欄については、セルの結合ではなく、書式設定より設定の上、文字サイズ変更を行ってください。詳しくは、本シート右に記載の
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【認可時又は届出時】 【令和６年度】

亀田　達也

＜令和6年4月＞
Doctor of Philosophy（米国）

専 教授

亀田　達也

＜令和6年4月＞
Doctor of Philosophy（米国）

数理と情報(※)
情報倫理
実験社会科学
認知心理学
計算社会科学
Project Based Learning
卒業研究
英語文献講読

数理と情報(※)
情報倫理
実験社会科学
認知心理学
計算社会科学
Project Based Learning
卒業研究
英語文献講読

稲葉　真理

＜令和7年4月＞
博士（理学）

兼任 講師

稲葉　真理

＜令和6年4月＞
博士（理学）

数理と情報(※)
コンピュータとクラウドシステム

数理と情報(※)

専 教授

担当授業科目名

専 教授
(学部長)

今井　浩

＜令和6年4月＞
工学博士

専 教授
(学部長)

今井　浩

＜令和6年4月＞

工学博士

数理と情報(※)
線形代数A
線形代数B
最適化の数理
離散数学
離散数学演習
情報理論
情報幾何学
卒業研究
英語文献講読

数理と情報(※)
線形代数A
線形代数B
最適化の数理
離散数学
離散数学演習
情報理論
情報幾何学
卒業研究
英語文献講読

専 教授

穴田　啓晃

＜令和6年4月＞
博士（情報学）

専 教授

穴田　啓晃

＜令和6年4月＞
博士（情報学）

数理と情報(※)
初級プログラミング
情報倫理
計算理論
統計の数理
データ構造とアルゴリズム
情報セキュリティ
符号と暗号の数理
Project Based Learning
卒業研究
英語文献講読

数理と情報(※)
初級プログラミング
情報倫理
計算理論
統計の数理
データ構造とアルゴリズム
情報セキュリティ
符号と暗号の数理
Project Based Learning
卒業研究
英語文献講読

兼任 講師

稲葉　真理

＜令和6年4月＞
博士（理学）

専 教授

稲葉　真理

＜令和7年4月＞
博士（理学）

数理と情報(※)
コンピュータとクラウドシステム

情報倫理
インターネット技術
情報システムと社会
オペレーティングシステム
データベースシステム
Project Based Learning
卒業研究
英語文献講読

数理と情報(※)
コンピュータとクラウドシステム

情報倫理
インターネット技術
情報システムと社会
オペレーティングシステム
データベースシステム
Project Based Learning
卒業研究
英語文献講読

専 教授

５　教員組織の状況

＜情報数理学部　情報数理学科＞

（１）ー① 担当教員表

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専
教授
(学科主
任)

太田　和俊

＜令和6年4月＞
博士（理学）

数理と情報(※)
線形代数A
線形代数B
データ可視化演習
離散数学
離散数学演習
量子情報の基礎
卒業研究
英語文献講読
物理学入門1
現代の物理学1
物理学方法論A
物理学方法論B

数理と情報(※)
データ可視化演習
離散数学
離散数学演習
量子情報の基礎
卒業研究
英語文献講読
物理学入門1
現代の物理学1
物理学方法論A
物理学方法論B

専
教授
(学科主
任)

太田　和俊

＜令和6年4月＞
博士（理学）

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　
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専 教授

和田　康孝

＜令和7年4月＞
博士（工学）

数理と情報(※)

専 准教授

加堂　大輔

＜令和6年4月＞
博士（理学）

数理と情報(※)
コンピュータとクラウドシステム

初級プログラミング
システムプログラミング
データ可視化演習
数値シミュレーション
卒業研究
英語文献講読

数理と情報(※)
コンピュータとクラウドシステム

システムプログラミング
データ可視化演習
数値シミュレーション
卒業研究
英語文献講読

専 教授

永田　毅

＜令和6年4月＞
博士（理学）

数理と情報(※)
人工知能
人工知能演習
最適化の数理
データ駆動型社会とデータサイエンス

Project Based Learning
卒業研究
英語文献講読

数理と情報(※)
人工知能
人工知能演習
最適化の数理
データ駆動型社会とデータサイエンス

Project Based Learning
卒業研究
英語文献講読

専 教授

永田　毅

＜令和6年4月＞
博士（理学）

数理と情報(※)
コンピュータとクラウドシステム

システムプログラミング
基盤ソフトウェア演習
コンピュータシステム
プロセッサ・アクセラレータ構成法

組み込みシステムとIoT
卒業研究
英語文献講読

数理と情報(※)
システムプログラミング
基盤ソフトウェア演習
コンピュータシステム
プロセッサ・アクセラレータ構成法

組み込みシステムとIoT
卒業研究
英語文献講読

専 教授

和田　康孝

＜令和7年4月＞
博士（工学）

兼任 講師

和田　康孝

＜令和6年4月＞
博士（工学）

兼任 講師

和田　康孝

＜令和6年4月＞
博士（工学）

数理と情報(※)
コンピュータとクラウドシステム

准教授

阿部　香澄

＜令和6年4月＞
博士（工学）

数理と情報(※)
コンピュータとクラウドシステム

初級プログラミング
ロボティクス
組み込みシステムとIoT
コンピュータビジョン
Project Based Learning
卒業研究
英語文献講読

数理と情報(※)
コンピュータとクラウドシステム

ロボティクス
組み込みシステムとIoT
コンピュータビジョン
Project Based Learning
卒業研究
英語文献講読

専 准教授

小串　典子

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専 准教授

小串　典子

＜令和6年4月＞
博士（工学）

数理と情報(※)
基礎数学演習1A
基礎数学演習2A
基礎数学演習1B
基礎数学演習2B
初級プログラミング
統計の数理
応用統計学
応用統計学演習
数理モデリング
Project Based Learning
卒業研究
英語文献講読

数理と情報(※)
基礎数学演習1A
基礎数学演習2A
基礎数学演習1B
基礎数学演習2B
初級プログラミング
統計の数理
応用統計学
応用統計学演習
数理モデリング
Project Based Learning
卒業研究
英語文献講読

専 准教授

加堂　大輔

＜令和6年4月＞
博士（理学）

専 教授

宮寺　隆之

＜令和6年4月＞
博士（学術）

数理と情報(※)
解析学A
解析学B
最適化の数理
量子情報の基礎
情報理論
情報幾何学
量子情報理論
量子ネットワーク
量子コンピューティング
卒業研究
英語文献講読

数理と情報(※)
解析学A
解析学B
最適化の数理
量子情報の基礎
情報理論
情報幾何学
量子情報理論
量子ネットワーク
量子コンピューティング
卒業研究
英語文献講読

専 教授

宮寺　隆之

＜令和6年4月＞
博士（学術）

専 准教授

阿部　香澄

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名
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専 准教授

酒井　一博

＜令和6年4月＞
博士（理学）

専 教授

酒井　一博

＜令和6年4月＞
博士（理学）

数理と情報(※)
解析学A
基礎数学演習1A
基礎数学演習2A
解析学B
基礎数学演習1B
基礎数学演習2B
卒業研究
英語文献講読
物理学入門2
現代の物理学2
物理学方法論A
物理学方法論B

数理と情報(※)
解析学A
基礎数学演習1A
基礎数学演習2A
解析学B
基礎数学演習1B
基礎数学演習2B
卒業研究
英語文献講読
物理学入門2
現代の物理学2
物理学方法論A
物理学方法論B

専 准教授

佐々木　博昭

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専 准教授

佐々木　博昭

＜令和6年4月＞
博士（工学）

数理と情報(※)
初級プログラミング
統計の数理
多変量データ解析
データマイニングとビッグデータ

AIとデータサイエンスの数理
パターン認識と機械学習
時系列データ解析
シグナルプロセッシング
卒業研究
英語文献講読

数理と情報(※)
初級プログラミング
統計の数理
多変量データ解析
データマイニングとビッグデータ

AIとデータサイエンスの数理
パターン認識と機械学習
時系列データ解析
シグナルプロセッシング
卒業研究
英語文献講読

専 講師

川島　誠

＜令和6年4月＞
博士（理学）

専 講師

川島　誠

＜令和6年4月＞
博士（理学）

数理と情報(※)
線形代数A
解析学A
基礎数学演習1A
基礎数学演習2A
線形代数B
解析学B
基礎数学演習1B
基礎数学演習2B
情報のための論理と数学
情報幾何学
卒業研究
英語文献講読

数理と情報(※)
解析学A
解析学B
基礎数学演習1A
基礎数学演習2A
基礎数学演習1B
基礎数学演習2B
情報のための論理と数学
情報幾何学
卒業研究
英語文献講読

兼担 教授

明石 留美子

＜令和6年4月＞
Ph.D. in Social Work（米国）

社会福祉学1
社会福祉学2

兼担 教授

猪瀬 浩平

＜令和6年4月＞
博士(社会人類学)

兼担 教授

猪瀬 浩平

＜令和6年4月＞
博士(社会人類学)

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ学入門1
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ学入門2
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ社会と市民活動入門2
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ･市民活動論(国内)1A
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ･市民活動論(国内)1B
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ･市民活動実習(国内)

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ学入門1
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ学入門2
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ･市民活動論(国内)1A
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ･市民活動論(国内)1B
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ･市民活動実習(国内)
ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ論1

兼担 教授

稲葉 振一郎

＜令和6年4月＞
経済学修士

AIと人間(※)

兼担 教授

大森 洋子

＜令和6年4月＞
文学修士

兼担 教授

大森 洋子

＜令和6年4月＞
文学修士

ｽﾍﾟｲﾝ語演習初級A
ｽﾍﾟｲﾝ語演習初級B
ﾖｰﾛｯﾊﾟ言語圏の文化各論3
ｽﾍﾟｲﾝ語3A
ｽﾍﾟｲﾝ語3B
ｽﾍﾟｲﾝ語研究1A
ｽﾍﾟｲﾝ語研究1B
ｽﾍﾟｲﾝ語研究2A
ｽﾍﾟｲﾝ語研究2B
ｽﾍﾟｲﾝ語研究3A
ｽﾍﾟｲﾝ語研究3B

ｽﾍﾟｲﾝ語3A
ｽﾍﾟｲﾝ語3B
ｽﾍﾟｲﾝ語研究2A
ｽﾍﾟｲﾝ語研究2B
ﾖｰﾛｯﾊﾟ言語圏の文化各論3

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名
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兼担 教授

神山 恒雄

＜令和6年4月＞
博士(文学)

経済学1
経済学2

兼担 教授

金 珍娥

＜令和6年4月＞
博士(学術)

兼担 教授

金 珍娥

＜令和6年4月＞
博士(学術)

韓国語1A
韓国語1B
韓国語2A
韓国語2B
韓国語3A
韓国語3B
韓国語4A
韓国語4B
韓国語演習中級A
韓国語演習中級B

韓国語3A
韓国語3B
韓国語演習中級A
韓国語演習中級B

兼担 教授

岡田 仁

＜令和6年4月＞
神学士

現代社会とｷﾘｽﾄ教1
現代社会とｷﾘｽﾄ教2

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼担 教授

GILL Thomas P.

＜令和6年4月＞
Ph.D. in Social Anthropology

（イギリス）

Current Affairs A
Current Affairs B

兼担 教授

黒川 貞生

＜令和6年4月＞
博士(学術)

兼担 教授

黒川 貞生

＜令和6年4月＞
博士(学術)

ｼｰｽﾞﾝｽﾎﾟｰﾂ研究1A
ｼｰｽﾞﾝｽﾎﾟｰﾂ研究1B
ﾊﾞｲｵﾒｶﾆｸｽ理論･実習1
ｻｽﾃｲﾅﾋﾞﾘﾃｨｰ学1
ｻｽﾃｲﾅﾋﾞﾘﾃｨｰ学2

ｽﾎﾟｰﾂ科学概論1
ｽﾎﾟｰﾂ方法学2
ｼｰｽﾞﾝｽﾎﾟｰﾂ研究1A
ｼｰｽﾞﾝｽﾎﾟｰﾂ研究1B
ｼｰｽﾞﾝｽﾎﾟｰﾂ研究3A
ﾊﾞｲｵﾒｶﾆｸｽ理論･実習1
ｼｰｽﾞﾝｽﾎﾟｰﾂ研究2B
ｼｰｽﾞﾝｽﾎﾟｰﾂ研究3B
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｼﾁｽﾞﾝｼｯﾌﾟ入門1
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｼﾁｽﾞﾝｼｯﾌﾟ入門2
ｻｽﾃｲﾅﾋﾞﾘﾃｨｰ学1
ｻｽﾃｲﾅﾋﾞﾘﾃｨｰ学2

兼担 教授

金城 光

＜令和6年4月＞
Ph.D. in Cognition &
Perception（米国）

AIと人間(※)

兼担 教授

小林 正人

＜令和6年4月＞
経済学博士

兼担 教授

小林 正人

＜令和6年4月＞
経済学博士

統計学1
統計学2
統計学3
統計学4

統計学3
統計学4

兼担 教授

神門 善久

＜令和6年4月＞
博士(農学)

経済学1
経済学2

兼担 教授

櫻井 成一朗

＜令和8年4月＞
工学博士 兼担 教授

櫻井 成一朗

＜令和8年4月＞
工学博士

情報と法
AIと法

情報と法
AIと法
AIと人間(※)

兼担 教授

篠崎 美生子

＜令和6年4月＞
博士(文学)

兼担 教授

篠崎 美生子

＜令和6年4月＞
博士(文学)

ｱｼﾞｱ言語圏の文化各論3
ｱｼﾞｱ言語圏の文化各論4
日本文学概論1
日本文学概論2
現代平和研究1
ｽﾀﾃﾞｨｰﾂｱｰ1
ｽﾀﾃﾞｨｰﾂｱｰ3

ｱｼﾞｱ言語圏の文化各論3
ｱｼﾞｱ言語圏の文化各論4
日本文学概論1
日本文学概論2
現代平和研究1
ｽﾀﾃﾞｨｰﾂｱｰ1
ｽﾀﾃﾞｨｰﾂｱｰ3

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名
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兼担 教授

徐 正敏

＜令和6年4月＞
博士(神学)

宗教史3
宗教史4

兼担 教授

嶋田 彩司

＜令和6年4月＞
文学修士

日本文学概論1
日本文学概論2
日本文学講読1
日本文学講読2
日本の社会と文化1A
日本の社会と文化1B
異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究A
異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究B

兼担 教授

高桑 光徳

＜令和6年4月＞
Ph.D. in Language Education

（カナダ）

兼担 教授

高桑 光徳

＜令和6年4月＞
Ph.D. in Language Education

（カナダ）

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ2A
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ2B
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｼﾁｽﾞﾝｼｯﾌﾟ入門1
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｼﾁｽﾞﾝｼｯﾌﾟ入門2
多文化共生各論1
多文化共生各論2
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｼﾁｽﾞﾝｼｯﾌﾟ各論1
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｼﾁｽﾞﾝｼｯﾌﾟ各論2
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｼﾁｽﾞﾝｼｯﾌﾟ各論3
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｼﾁｽﾞﾝｼｯﾌﾟ各論4

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｼﾁｽﾞﾝｼｯﾌﾟ入門1
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｼﾁｽﾞﾝｼｯﾌﾟ入門2
多文化共生各論1
多文化共生各論2
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｼﾁｽﾞﾝｼｯﾌﾟ各論1
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｼﾁｽﾞﾝｼｯﾌﾟ各論2

兼担 教授

関口 幸代

＜令和6年4月＞
教育工学修士

Academic Skills for
Intercultural Competency
Introduction to Ethnic
Studies
Geography of Contemporary
Society
Advanced Topics in Ethnic
Studies

兼担 教授

張 宏波

＜令和6年4月＞
修士(社会学)

中国語演習初級A
中国語演習初級B
ｱｼﾞｱ言語圏の文化入門1
ｱｼﾞｱ言語圏の文化入門2
ｱｼﾞｱ言語圏の文化入門3
ｱｼﾞｱ言語圏の文化入門4

兼担 教授

鄭 栄桓

＜令和6年4月＞
博士(社会学)

歴史学3
歴史学4
現代平和研究2
ｱｼﾞｱ･日本研究A
ｱｼﾞｱ･日本研究B

兼担 教授

鶴貝 達政

＜令和6年4月＞
理学博士

兼担 教授

鶴貝 達政

＜令和6年4月＞
理学博士

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼｰ1
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼｰ2
情報科学1
情報科学2

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼｰ1
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼｰ2
情報科学1
情報科学2

兼担 教授

戸谷 浩

＜令和6年4月＞
博士(学術) 兼担 教授

戸谷 浩

＜令和6年4月＞
博士(学術)

歴史学1
歴史学2

歴史学1
歴史学2

兼担 教授

中谷 美穂

＜令和6年4月＞
博士(法学)

政治学1
政治学2

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名
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兼担 教授

西 香織

＜令和6年4月＞
博士(言語文化学)

兼担 教授

西 香織

＜令和6年4月＞
博士(言語文化学)

中国語1A
中国語1B
中国語2A
中国語2B
中国語3A
中国語3B
中国語4A
中国語4B
中国語研究3A
中国語研究3B

中国語研究2A
中国語研究2B

兼担 教授

名須川 学

＜令和6年4月＞
博士(文学)

哲学史1
哲学史2
論理学概論1
論理学概論2
現代論理学1
現代論理学2
哲学各論1
哲学各論2
科学思想1
科学思想2

兼担 教授

畠山 達

＜令和6年4月＞
文学博士（フランス）

兼担 教授

畠山 達

＜令和6年4月＞
文学博士（フランス）

ﾌﾗﾝｽ語研究1A
ﾌﾗﾝｽ語研究1B
ﾌﾗﾝｽ語研究2A
ﾌﾗﾝｽ語研究2B
ﾌﾗﾝｽ語演習中級A
ﾌﾗﾝｽ語演習中級B
ﾌﾗﾝｽ語研究3A
ﾌﾗﾝｽ語研究3B
ﾌﾗﾝｽ語研究4A
ﾌﾗﾝｽ語研究4B

ﾌﾗﾝｽ語研究1A
ﾌﾗﾝｽ語研究1B

兼担 教授

福山 勝也

＜令和6年4月＞
博士(理学)

兼担 教授

福山 勝也

＜令和6年4月＞
博士(理学)

化学方法論A
化学方法論B

化学方法論A
化学方法論B
環境学各論1
環境学各論2
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｼﾁｽﾞﾝｼｯﾌﾟ入門1
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｼﾁｽﾞﾝｼｯﾌﾟ入門2
ﾖｰﾛｯﾊﾟ研究(短期留学)
ｲｷﾞﾘｽ研究(短期留学)
ｽﾍﾟｲﾝ研究(短期留学)
ﾄﾞｲﾂ研究(短期留学)
ﾌﾗﾝｽ研究(短期留学)
ｱﾒﾘｶ研究(短期留学)
ｶﾅﾀﾞ研究(短期留学)
韓国研究(短期留学)
中国研究(短期留学)
ｵｾｱﾆｱ研究(短期留学)
東南ｱｼﾞｱ研究(短期留学)
ｱﾒﾘｶ研究（中期留学）基礎1
ｱﾒﾘｶ研究（中期留学）基礎2
ｱﾒﾘｶ研究（中期留学）基礎3
ｱﾒﾘｶ研究（中期留学）基礎4
ｱﾒﾘｶ研究（中期留学）基礎5
ｱﾒﾘｶ研究（中期留学）基礎6
ｱﾒﾘｶ研究（中期留学）応用1
ｱﾒﾘｶ研究（中期留学）応用2
ｱﾒﾘｶ研究（中期留学）応用3
ｱﾒﾘｶ研究（中期留学）応用4
ｱﾒﾘｶ研究（中期留学）応用5
ｱﾒﾘｶ研究（中期留学）応用6
ｱﾒﾘｶ研究（中期留学）発展1
ｱﾒﾘｶ研究（中期留学）発展2
ｱﾒﾘｶ研究（中期留学）発展3
ｱﾒﾘｶ研究（中期留学）発展4
ｱﾒﾘｶ研究（中期留学）発展5
ｱﾒﾘｶ研究（中期留学）発展6
海外ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ課題研究A
海外ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ課題研究B

兼担 教授

平山 恵

＜令和6年4月＞
修士(カウンセリング)

現代平和研究2

兼担 教授

藤川 賢

＜令和6年4月＞
社会学修士

生命とｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨの社会学入門1
生命とｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨの社会学入門2
環境とｺﾐｭﾆﾃｨの社会学入門1
環境とｺﾐｭﾆﾃｨの社会学入門2

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名
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兼担 教授

森田 恭光

＜令和6年4月＞
体育学修士

兼担 教授

森田 恭光

＜令和6年4月＞
体育学修士

ｽﾎﾟｰﾂ方法学1
ｽﾎﾟｰﾂ方法学2

ｽﾎﾟｰﾂ科学概論1
ｽﾎﾟｰﾂ科学概論2
ｽﾎﾟｰﾂ方法学1
ｽﾎﾟｰﾂ方法学2
ｼｰｽﾞﾝｽﾎﾟｰﾂ研究1A
ｼｰｽﾞﾝｽﾎﾟｰﾂ研究3A
ｼｰｽﾞﾝｽﾎﾟｰﾂ研究1B
ｼｰｽﾞﾝｽﾎﾟｰﾂ研究2B
ｼｰｽﾞﾝｽﾎﾟｰﾂ研究3B

兼担 教授

室 和伸

＜令和6年4月＞
博士(経済学)

AIと人間(※)

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼担 教授

森本 泉

＜令和6年4月＞
博士(社会科学) 兼担 教授

森本 泉

＜令和6年4月＞
博士(社会科学)

人文地理学入門1
人文地理学入門2

人文地理学入門1
人文地理学入門2

兼担 教授

渡辺 祐子

＜令和6年4月＞
博士(学術)

ｷﾘｽﾄ教の基礎A
ｷﾘｽﾄ教の基礎B
宗教史3
宗教史4
現代社会とｷﾘｽﾄ教1
現代社会とｷﾘｽﾄ教2
ﾖｰﾛｯﾊﾟ研究(短期留学)
ｲｷﾞﾘｽ研究(短期留学)
ｽﾍﾟｲﾝ研究(短期留学)
ﾄﾞｲﾂ研究(短期留学)
ﾌﾗﾝｽ研究(短期留学)
ｱﾒﾘｶ研究(短期留学)
ｶﾅﾀﾞ研究(短期留学)
韓国研究(短期留学)
中国研究(短期留学)
ｵｾｱﾆｱ研究(短期留学)
東南ｱｼﾞｱ研究(短期留学)
ｱﾒﾘｶ研究（中期留学）基礎1
ｱﾒﾘｶ研究（中期留学）基礎2
ｱﾒﾘｶ研究（中期留学）基礎3
ｱﾒﾘｶ研究（中期留学）基礎4
ｱﾒﾘｶ研究（中期留学）基礎5
ｱﾒﾘｶ研究（中期留学）基礎6
ｱﾒﾘｶ研究（中期留学）応用1
ｱﾒﾘｶ研究（中期留学）応用2
ｱﾒﾘｶ研究（中期留学）応用3
ｱﾒﾘｶ研究（中期留学）応用4
ｱﾒﾘｶ研究（中期留学）応用5
ｱﾒﾘｶ研究（中期留学）応用6
ｱﾒﾘｶ研究（中期留学）発展1
ｱﾒﾘｶ研究（中期留学）発展2
ｱﾒﾘｶ研究（中期留学）発展3
ｱﾒﾘｶ研究（中期留学）発展4
ｱﾒﾘｶ研究（中期留学）発展5
ｱﾒﾘｶ研究（中期留学）発展6
海外ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ課題研究A
海外ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ課題研究B

兼担 教授

湯沢 英彦

＜令和6年4月＞
文学博士

AIと人間(※)

兼担 准教授

井頭 麻子

＜令和6年4月＞
博士(理学)

兼担 准教授

井頭 麻子

＜令和6年4月＞
博士(理学)

化学入門1
現代の化学1
現代の化学2
現代の化学3

化学方法論A
化学方法論B
現代の化学1
現代の化学2
現代の化学3

兼担 准教授

石井 友子

＜令和6年4月＞
Ph.D. in English Studies

（イギリス） 兼担 准教授

石井 友子

＜令和6年4月＞
Ph.D. in English Studies

（イギリス)

英語特別研究A
英語特別研究B

英語研究1A
英語研究1B
英語特別研究A
英語特別研究B

兼担
准教
授

岩村 英之

＜令和6年4月＞
博士(国際協力学)

AIと人間(※)

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名
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兼担
准教
授

大久保 遼

＜令和6年4月＞
博士(学際情報学)

AIと人間(※)

兼担 准教授

植木 献

＜令和6年4月＞
博士(学術)

現代社会とｷﾘｽﾄ教3
現代社会とｷﾘｽﾄ教4
ｽﾀﾃﾞｨｰﾂｱｰ4

兼担 准教授

ELAM Jesse Russell

＜令和6年4月＞
Doctor of Education（米国）

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ1A
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ1B

兼担 准教授

植木 献

＜令和6年4月＞
博士(学術)

現代社会とｷﾘｽﾄ教3
現代社会とｷﾘｽﾄ教4
ｽﾀﾃﾞｨｰﾂｱｰ4
AIと人間(※)

兼担 准教授

ELAM Jesse Russell

＜令和6年4月＞
Doctor of Education（米国）

英語研究1A
英語研究1B
英語研究2A
英語研究2B
英語研究3A
英語研究3B

兼担 准教授

上野 寛子

＜令和6年4月＞
博士(人間・環境学)

兼担 准教授

上野 寛子

＜令和6年4月＞
博士(人間・環境学)

生物学入門2
生物学方法論A
生物学方法論B
生物学特論
環境学各論3
環境学各論4

生物学入門2
生物学方法論A
生物学方法論B
生物学特論
環境学各論3
環境学各論4

兼担 准教授

GRIMES-MACLELLAN D.M.

＜令和6年4月＞
Ph.D. in Anthropology（米国）

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ1A
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ1B
英語研究3A
英語研究3B

兼担 准教授

洪 潔清

＜令和6年4月＞
修士(人文科学)

兼担 准教授

洪 潔清

＜令和6年4月＞
修士(人文科学)

中国語研究1A
中国語研究1B
中国語研究2A
中国語研究2B
中国語演習中級A
中国語演習中級B
中国語研究4A
中国語研究4B

中国語研究3A
中国語研究3B
中国語研究4A
中国語研究4B

兼担 准教授

杉崎 範英

＜令和6年4月＞
博士(人間科学)

兼担 准教授

杉崎 範英

＜令和6年4月＞
博士(人間科学)

健康科学概論1
健康科学概論2
ｽﾎﾟｰﾂ方法学3
ｽﾎﾟｰﾂ方法学4
ｼｰｽﾞﾝｽﾎﾟｰﾂ研究2A
ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ科学理論･実習1
ｼｰｽﾞﾝｽﾎﾟｰﾂ研究2B

健康科学概論1
健康科学概論2
ｽﾎﾟｰﾂ方法学3
ｽﾎﾟｰﾂ方法学4
ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ科学理論･実習1
ｼｰｽﾞﾝｽﾎﾟｰﾂ研究1A
ｼｰｽﾞﾝｽﾎﾟｰﾂ研究1B
ｼｰｽﾞﾝｽﾎﾟｰﾂ研究3B

兼担 准教授

鈴木 陽子

＜令和6年4月＞
博士(学術)

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ2A
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ2B
英語研究1A
英語研究1B

兼担 准教授

髙木 麻紀子

＜令和6年4月＞
博士(美術)

兼担 准教授

髙木 麻紀子

＜令和6年4月＞
博士(美術)

芸術学各論1
芸術学各論2
芸術学各論3
芸術学各論4

芸術学各論1
芸術学各論2
芸術学各論3
芸術学各論4

兼担 准教授

高木 久夫

＜令和6年4月＞
博士(学術)

兼担 准教授

高木 久夫

＜令和6年4月＞
博士(学術)

哲学史1
哲学史2
宗教史1
宗教史2
哲学各論1
哲学各論2
ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ﾗｲﾃｨﾝｸﾞの基礎
ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ演習1

哲学史1
哲学史2
宗教史1
宗教史2
哲学各論1
哲学各論2
ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ﾗｲﾃｨﾝｸﾞの基礎
ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ演習1

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名
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兼担
准教
授

林 祥平

＜令和6年4月＞
博士(経営学)

AIと人間(※)

ﾖｰﾛｯﾊﾟ言語圏の文化入門1
ﾖｰﾛｯﾊﾟ言語圏の文化各論1
ﾌﾗﾝｽ語4A
ﾌﾗﾝｽ語4B
ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ演習1

三角 明子

＜令和6年4月＞
文学修士

兼担 准教授

三角 明子

＜令和6年4月＞
文学修士

ｽﾍﾟｲﾝ語1A
ｽﾍﾟｲﾝ語1B
ｽﾍﾟｲﾝ語2A
ｽﾍﾟｲﾝ語2B
ｽﾍﾟｲﾝ語4A
ｽﾍﾟｲﾝ語4B
ｽﾍﾟｲﾝ語演習中級A
ｽﾍﾟｲﾝ語演習中級B
ｽﾍﾟｲﾝ語研究4A
ｽﾍﾟｲﾝ語研究4B

ｽﾍﾟｲﾝ語3A
ｽﾍﾟｲﾝ語3B
ｽﾍﾟｲﾝ語研究3A
ｽﾍﾟｲﾝ語研究3B
ｽﾍﾟｲﾝ語研究4A
ｽﾍﾟｲﾝ語研究4B
ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ﾗｲﾃｨﾝｸﾞの基礎
ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ演習1

兼担 准教授

吉岡 拓

＜令和6年4月＞
博士(史学)

歴史学5
歴史学6

兼担 准教授

兼担 講師

塩谷 祐人

＜令和6年4月＞
博士(フランス文学)

兼担
准教
授

塩谷 祐人

＜令和6年4月＞
博士(フランス文学)

ﾌﾗﾝｽ語1A
ﾌﾗﾝｽ語1B
ﾌﾗﾝｽ語2A
ﾌﾗﾝｽ語2B
ﾌﾗﾝｽ語演習初級A
ﾌﾗﾝｽ語演習初級B
ﾖｰﾛｯﾊﾟ言語圏の文化入門1
ﾖｰﾛｯﾊﾟ言語圏の文化各論1
ﾌﾗﾝｽ語3A
ﾌﾗﾝｽ語3B
ﾌﾗﾝｽ語4A
ﾌﾗﾝｽ語4B

兼担 准教授

長谷部 美佳

＜令和6年4月＞
博士(社会学)

多文化共生入門1
多文化共生入門2
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ学入門3
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ学入門4
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ社会と市民活動入門1
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ社会と市民活動入門2
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ･市民活動論(国内)1A
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ･市民活動論(国内)1B
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ･市民活動実習(国内)

兼担 准教授

吉岡 拓

＜令和6年4月＞
博士(史学)

歴史学5
歴史学6
ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ演習1

兼担 准教授

高橋 順子

＜令和6年4月＞
博士(理学)

兼担 准教授

高橋 順子

＜令和6年4月＞
博士(理学)

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼｰ1
情報科学3
情報科学4

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼｰ1
情報科学3
情報科学4

兼担 准教授

土屋 拓也

＜令和6年4月＞
博士(理学)

兼担 准教授

土屋 拓也

＜令和6年4月＞
博士(理学)

数学入門1
数学入門2
数学1
数学2
数学3
数学4

数学入門1
数学入門2
数学1
数学2
数学3
数学4

兼担 准教授

野副　朋子

＜令和6年4月＞
博士(農学)

兼担 准教授

野副　朋子

＜令和6年4月＞
博士(農学)

生命科学入門1
生命科学入門2
生命科学方法論A
生命科学方法論B
生命科学各論1
生命科学各論2

生命科学入門1
生命科学入門2
生命科学方法論A
生命科学方法論B
生命科学各論1
生命科学各論2

兼担
准教
授

根本 淳子

＜令和6年4月＞
博士(ソフトウェア情報学)

AIと人間(※)

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名
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小泉 ユサ

＜令和6年4月＞
Doctor of Education（米国）

兼担 講師

紺屋 あかり

＜令和6年4月＞
博士(地域研究)

兼担 講師 兼担
准教
授

小泉 ユサ

＜令和6年4月＞
Doctor of Education（米国)

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ2A
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ2B
英語研究2A
英語研究2B

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ2A
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ2B
英語研究1A
英語研究1B

兼担 講師

徳間 晴美

＜令和6年4月＞
博士(日本語教育学)

兼担 講師

徳間 晴美

＜令和6年4月＞
博士(日本語教育学)

日本語2A
日本語2B
日本語3A
日本語3B
日本語研究1A
日本語研究1B
日本語研究3A
日本語研究3B

日本語1A
日本語1B
日本語研究1A
日本語研究1B
日本語研究3A
日本語研究3B
ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ﾗｲﾃｨﾝｸﾞの基礎
ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ演習1

兼担 講師

田中 祐介

＜令和6年4月＞
博士(学術)

兼担 講師

田中 祐介

＜令和6年4月＞
博士(学術)

日本文化論入門3
日本文化論入門4
日本文学講読3
ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ﾗｲﾃｨﾝｸﾞの基礎
ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ演習1

日本文化論入門3
日本文化論入門4
日本文学講読3
ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ﾗｲﾃｨﾝｸﾞの基礎
ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ演習1

AIと人間(※)

兼担 講師

萩野谷 俊平

＜令和6年4月＞
博士(心理学)

兼担 講師

萩野谷 俊平

＜令和6年4月＞
博士(心理学)

心理学入門1
心理学入門2
心理学各論1
心理学各論2

心理学入門1
心理学入門2
心理学各論1
心理学各論2

兼担 助教

池田 昭光

＜令和6年4月＞
博士(社会人類学)

兼担 助教

池田 昭光

＜令和6年4月＞
博士(社会人類学)

文化人類学入門1
文化人類学入門2
文化人類学各論1
文化人類学各論2

文化人類学入門1
文化人類学入門2
文化人類学各論1
文化人類学各論2
ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ演習1

兼担 講師

吉田 忍

＜令和6年4月＞
修士(文学)

宗教史1
宗教史2
ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ演習1

兼担 助教

CONSTANTINESCU Cezar 

＜令和6年4月＞
Mag. Phil.（オーストリア）

兼担 助教

CONSTANTINESCU Cezar

＜令和6年4月＞
Mag. Phil.（オーストリア）

ﾄﾞｲﾂ語1A
ﾄﾞｲﾂ語1B
ﾄﾞｲﾂ語2A
ﾄﾞｲﾂ語2B
ﾄﾞｲﾂ語3A
ﾄﾞｲﾂ語3B
ﾄﾞｲﾂ語4A
ﾄﾞｲﾂ語4B
ﾄﾞｲﾂ語研究4A
ﾄﾞｲﾂ語研究4B

ﾄﾞｲﾂ語研究3A
ﾄﾞｲﾂ語研究3B
ﾄﾞｲﾂ語研究4A
ﾄﾞｲﾂ語研究4B
ﾄﾞｲﾂ語演習中級A
ﾄﾞｲﾂ語演習中級B
AIと人間(※)

兼担 助教

土屋 陽祐

＜令和6年4月＞
博士(医学)

兼担 講師

土屋 陽祐

＜令和6年4月＞
博士(医学)

ｽﾎﾟｰﾂ科学概論1
ｽﾎﾟｰﾂ科学概論2
ｼｰｽﾞﾝｽﾎﾟｰﾂ研究3A
ｼｰｽﾞﾝｽﾎﾟｰﾂ研究3B

健康科学概論1
健康科学概論2
ｽﾎﾟｰﾂ方法学1
ｽﾎﾟｰﾂ方法学2
ｽﾎﾟｰﾂ科学概論1
ｽﾎﾟｰﾂ科学概論2
ｼｰｽﾞﾝｽﾎﾟｰﾂ研究2A
ｼｰｽﾞﾝｽﾎﾟｰﾂ研究2B
ｼｰｽﾞﾝｽﾎﾟｰﾂ研究3A
ｼｰｽﾞﾝｽﾎﾟｰﾂ研究3B
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｼﾁｽﾞﾝｼｯﾌﾟ入門1
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｼﾁｽﾞﾝｼｯﾌﾟ入門2

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名
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兼任 講師

穐田 宗隆

＜令和6年4月＞
理学博士

化学入門1
現代の化学1

兼任 講師

ALA-RASHI Mariam

＜令和6年4月＞
Master of Arts in Cultural 

Anthropology
（イギリス）

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ1A
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ1B

兼任 講師

荒木 泉

＜令和6年4月＞
法学士 兼任

兼担 助教

文 吉英

＜令和6年4月＞
博士(人文科学)

中国語3A
中国語3B
中国語研究1A
中国語研究1B

兼担 助教

日高 知恵実

＜令和6年4月＞
博士(文学)

韓国語演習初級A
韓国語演習初級B

兼担 助教

THOMAS Dax

＜令和6年4月＞
M.A. in TESL/TEFL（イギリス）

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ1A
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ1B

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼担 助教

中野 綾子

＜令和6年4月＞
博士(学術)

兼担 講師

中野 綾子

＜令和6年4月＞
博士(学術)

日本文化論入門1
日本文化論入門2
ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ﾗｲﾃｨﾝｸﾞの基礎
ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ演習1

日本文学講読1
日本文学講読2
日本文化論入門1
日本文化論入門2

兼担 助教

山内 薫

＜令和6年4月＞
博士(日本語教育学)

兼担 助教

山内 薫

＜令和6年4月＞
博士(日本語教育学)

日本語1A
日本語1B
日本語4A
日本語4B
日本語研究2A
日本語研究2B

日本語1A
日本語1B
日本語研究2A
日本語研究2B
ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ﾗｲﾃｨﾝｸﾞの基礎
ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ演習1

兼任 講師

赤羽 聖子

＜令和7年4月＞
文学士

兼任 講師

赤羽 聖子

＜令和7年4月＞
文学士

ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ2 ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ2

兼担 助教

山本 りりこ

＜令和6年4月＞
博士(文学)

ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ﾗｲﾃｨﾝｸﾞの基礎
ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ演習1

講師

荒木 泉

＜令和6年4月＞
法学士

手話1
手話2

手話1
手話2

兼任 講師

李 善姫

＜令和6年4月＞
博士（学術）

韓国語演習初級A
韓国語演習初級B
韓国語研究1A
韓国語研究1B
韓国語研究2A
韓国語研究2B
韓国語研究3A
韓国語研究3B

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名
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ﾌﾗﾝｽ語1A
ﾌﾗﾝｽ語1B
ﾌﾗﾝｽ語研究2A
ﾌﾗﾝｽ語研究2B

兼任 講師

市橋 明典

＜令和6年4月＞
博士（文学）

ｽﾎﾟｰﾂ科学概論1
ｽﾎﾟｰﾂ科学概論2
ｽﾎﾟｰﾂ方法学1
ｽﾎﾟｰﾂ方法学2

兼任 講師

泉 敏郎

＜令和6年4月＞
修士（体育科学）

講師

石川 陽一

＜令和6年4月＞
Ph.D（哲学）

法学(日本国憲法を含む) 1
法学(日本国憲法を含む) 2

兼任 講師

石川 光晴

＜令和6年4月＞
経営法修士

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼｰ1

兼任 講師

池辺 正典

＜令和6年4月＞
博士(情報学)

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ2A
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ2B

兼任 講師

五十峯 聖

＜令和6年4月＞
M.A. in Educational
Leadership（米国）

兼任 講師

飯塚 順一

＜令和6年9月＞
修士（国際コミュニケーション）

ﾗｲﾌﾃﾞｻﾞｲﾝ1
ﾗｲﾌﾃﾞｻﾞｲﾝ2

兼任 講師

生間 元基

＜令和6年4月＞
学術修士

社会学理論の基礎1
社会学理論の基礎2

兼任 講師

韓国語研究1A
韓国語研究1B

韓国語4A
韓国語4B
韓国語研究1A
韓国語研究1B

兼任 講師

李 ｿﾗ

＜令和6年4月＞
修士（学術）

兼任 講師

石月 麻由子

＜令和6年9月＞
修士（文学）※

兼任 講師

石月 麻由子

＜令和6年4月＞
修士（文学）※

日本文学講読4

日本文化論入門3
日本文化論入門4
日本文学講読3
日本文学講読4

李 志暎

＜令和6年4月＞
修士(教育学)

芸術学各論3
芸術学各論4

兼任

兼任 講師

石渡 周二

＜令和6年4月＞
文学修士

英語研究3A
英語研究3B

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名
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ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼｰ1

兼任 講師

鵜木 誠

＜令和6年4月＞
修士（理学）

ﾀｲ語の基礎A
ﾀｲ語の基礎B
ｱｼﾞｱ言語圏の文化入門4

兼任 講師

宇戸 優美子

＜令和6年4月＞
修士(学術)

ﾄﾞｲﾂ語2A
ﾄﾞｲﾂ語2B

兼任 講師

内堀 淳志

＜令和6年4月＞
文学修士

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ1A
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ1B

兼任 講師

WALKER John Adam

＜令和6年4月＞
MA in Applied Linguistics 
TESOL（オーストラリア）

中国語1A
中国語1B

兼任 講師

植松 希久磨

＜令和6年4月＞
文学修士

Academic Skills for
Intercultural Competency
Advanced Topics in Ethnic
Studies

兼任 講師

UENO Aviva Smith

＜令和6年4月＞
Masters in TESOL（米国）

ｽﾍﾟｲﾝ語1A
ｽﾍﾟｲﾝ語1B

兼任 講師

藺牟田 陽子

＜令和6年4月＞
修士(言語文化)

英語研究1A
英語研究1B

兼任 講師

伊藤 孝一郎

＜令和6年4月＞
修士(文学)

ｽﾎﾟｰﾂ方法学1
ｽﾎﾟｰﾂ方法学2
ｽﾎﾟｰﾂ方法学3
ｽﾎﾟｰﾂ方法学4

兼任 講師

井手口 学

＜令和6年4月＞
教育学修士

数学1
数学2

兼任 講師

井手 春希

＜令和6年4月＞
修士(理学）

兼任 講師

入江　広隆

＜令和8年4月＞
博士（理学）

兼任 講師

入江　広隆

＜令和8年4月＞
博士（理学）

量子情報理論
量子コンピューティング
Project Based Learning

量子情報理論
量子コンピューティング
Project Based Learning

兼任 講師

岩坂 憂児

＜令和6年4月＞
博士(障害科学)

健康科学概論1
健康科学概論2

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名
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社会学理論の基礎1
社会学理論の基礎2

兼任 講師

押小路 忠昭

＜令和6年4月＞
博士(歯学)

ｽﾍﾟｲﾝ語1A
ｽﾍﾟｲﾝ語1B

兼任 講師

荻野 聖子

＜令和6年4月＞
博士（言語・文化学）

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼｰ2

兼任 講師

小川 智也

＜令和6年4月＞
博士（理学）

ｲﾀﾘｱ語の基礎A
ｲﾀﾘｱ語の基礎B

兼任 講師

太田 岳人

＜令和6年4月＞
博士(文学)

中国語2A
中国語2B

兼任 講師

黄 斌

＜令和6年4月＞
博士(学術)

兼任 講師

呉 永美

＜令和7年9月＞
修士（教育学）※

兼任 講師

呉 永美

＜令和6年4月＞
修士（教育学）※

心理学各論4

心理学入門1
心理学入門2
心理学各論2
心理学各論4

兼任 講師

王 京蒂

＜令和6年4月＞
学士（演劇）

中国語演習初級A
中国語演習初級B
中国語研究2A
中国語研究2B

兼任 講師

大貫 義久

＜令和6年4月＞
修士（文学）※

兼任 講師

大貫 義久

＜令和6年4月＞
修士（文学）※

科学思想1
科学思想2

哲学各論1
哲学各論2
科学思想1
科学思想2

兼任 講師

大平 健介

＜令和7年4月＞
修士（オルガン）

ｵﾙｶﾞﾝ実習1
ｵﾙｶﾞﾝ実習2

兼任 講師

小方 涼子

＜令和7年4月＞
修士（心理学）※

兼任 講師

小方 涼子

＜令和6年4月＞
修士（心理学）※

心理学各論3
心理学各論4

心理学入門1
心理学入門2
心理学各論3
心理学各論4

兼任 講師

小笠 英志

＜令和6年4月＞
博士(数理科学)

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼｰ1

兼任 講師

小川 暁道

＜令和6年4月＞
修士（言語学）※

兼任 講師

小川 暁道

＜令和6年4月＞
修士（言語学）※

ﾛｼｱ語1A
ﾛｼｱ語1B
ﾛｼｱ語3A
ﾛｼｱ語3B
ﾛｼｱ語研究1A
ﾛｼｱ語研究1B

ﾛｼｱ語1A
ﾛｼｱ語1B
ﾛｼｱ語3A
ﾛｼｱ語3B
ﾛｼｱ語研究1A
ﾛｼｱ語研究1B

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名
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ｽﾎﾟｰﾂ方法学1
ｽﾎﾟｰﾂ方法学2
ｽﾎﾟｰﾂ方法学4
ｼｰｽﾞﾝｽﾎﾟｰﾂ研究2A

兼任 講師

金森 純

＜令和6年4月＞
修士(体育科学)

多文化共生入門1

兼任 講師

門 美由紀

＜令和6年4月＞
博士(社会福祉学)

ﾌﾗﾝｽ語研究1A
ﾌﾗﾝｽ語研究1B
ﾌﾗﾝｽ語研究2A
ﾌﾗﾝｽ語研究2B

兼任 講師

加藤 美季子

＜令和6年4月＞
博士(フランス文学)

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ学入門3
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ学入門4

兼任 講師

加藤 旭人

＜令和6年4月＞
博士(社会学)

中国語2A
中国語2B

兼任 講師

郭 悦欣

＜令和6年4月＞
学士

ﾄﾞｲﾂ語研究1A
ﾄﾞｲﾂ語研究1B

兼任 講師

小山田 豊

＜令和6年4月＞
文学修士

ﾌﾗﾝｽ語研究1A
ﾌﾗﾝｽ語研究1B

兼任 講師

小野 ゆり子

＜令和6年4月＞
博士(文学)

ｽﾍﾟｲﾝ語4A
ｽﾍﾟｲﾝ語4B
ｽﾍﾟｲﾝ語演習初級A
ｽﾍﾟｲﾝ語演習初級B

兼任 講師

OTAMENDI D. Vicente

＜令和6年4月＞
学士(言語学)

中国語4A
中国語4B
中国語演習初級A
中国語演習初級B

兼任 講師

小薗 瑞恵

＜令和6年4月＞
地域文化研究科修士

兼任 講師

梶川 明子

＜令和6年4月＞
修士（国際コミュニケーション） 兼任 講師

梶川 明子

＜令和6年4月＞
修士（国際コミュニケーション）

Japanese Society 5
Japanese Society 6

Japanese Society 5
Japanese Society 6

兼任 講師

加藤 敏

＜令和6年4月＞
修士（文学）※

兼任 講師

加藤 敏

＜令和6年4月＞
修士（文学）※

ﾛｼｱ語2A
ﾛｼｱ語2B
ﾖｰﾛｯﾊﾟ言語圏の文化入門4
ﾛｼｱ語4A
ﾛｼｱ語4B
ﾛｼｱ語研究2A
ﾛｼｱ語研究2B

ﾛｼｱ語2A
ﾛｼｱ語2B
ﾖｰﾛｯﾊﾟ言語圏の文化入門4
ﾛｼｱ語4A
ﾛｼｱ語4B
ﾛｼｱ語研究2A
ﾛｼｱ語研究2B

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名
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ｷﾘｽﾄ教の基礎A
ｷﾘｽﾄ教の基礎B

兼任 講師

楠原 博行

＜令和6年4月＞

中国語1A
中国語1B

兼任 講師

桐藤 薫

＜令和6年4月＞
博士(歴史学)

環境とｺﾐｭﾆﾃｨの社会学入門1
環境とｺﾐｭﾆﾃｨの社会学入門2

兼任 講師

清原 悠

＜令和6年4月＞
修士(社会情報学)

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼｰ1
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼｰ2

兼任 講師

木村 久美子

＜令和6年4月＞
理学修士

韓国語研究1A
韓国語研究1B
韓国語研究2A
韓国語研究2B

兼任 講師

金 ﾐﾋｮﾝ

＜令和6年4月＞
修士(言語学)

韓国語研究2A
韓国語研究2B

兼任 講師

金 南听

＜令和6年4月＞
言語学修士

生命とｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨの社会学入門1
生命とｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨの社会学入門2

兼任 講師

金 兌恩

＜令和6年4月＞
修士(社会学)

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼｰ1
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼｰ2

兼任 講師

菊池 那明

＜令和6年4月＞
博士（理学）

ｽﾎﾟｰﾂ方法学1
ｽﾎﾟｰﾂ方法学2
ｽﾎﾟｰﾂ方法学3
ｽﾎﾟｰﾂ方法学4

兼任 講師

菊地 潤

＜令和6年4月＞
博士（環境共生学）

英語研究1A
英語研究1B

兼任 講師

GALICHET-HONDA Valerie Zia 

＜令和6年4月＞
Master-diplome Européen des 

Hautes Etudes 
Internationales（フランス）

法学(日本国憲法を含む) 1
法学(日本国憲法を含む) 2

兼任 講師

兼頭 ゆみ子

＜令和6年4月＞
博士(法学)

兼任 講師

川合 泰代

＜令和6年4月＞
博士（文学） 兼任 講師

川合 泰代

＜令和6年4月＞
博士（文学）

人文地理学1
人文地理学2

人文地理学1
人文地理学2

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名
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Introduction to Ethnic
Studies
Geography of Contemporary
Society

兼任 講師

KOSAKA Kristina

＜令和6年4月＞
Masters of Fine Arts in 

Creative Writing（カナダ）

ｽﾍﾟｲﾝ語2A
ｽﾍﾟｲﾝ語2B

兼任 講師

COTRINA CAYO Leidy Yemire 

＜令和6年4月＞
修士(言語学)

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼｰ1
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼｰ2

兼任 講師

古賀 潤一郎

＜令和6年4月＞
博士(理学)

中国語2A
中国語2B

兼任 講師

黄 宇暁

＜令和6年4月＞
博士（学術）

英語特別研究A
英語特別研究B

兼任 講師

小泉 有加

＜令和6年4月＞
修士(学術)

中国語4A
中国語4B

兼任 講師

呉 敏

＜令和6年4月＞
商学修士

韓国語4A
韓国語4B
韓国語研究2A
韓国語研究2B

兼任 講師

高 槿旭

＜令和6年4月＞
修士(言語学)

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼｰ2

兼任 講師

車 俊之

＜令和6年4月＞
理学修士

ﾌﾗﾝｽ語研究1A
ﾌﾗﾝｽ語研究1B

兼任 講師

栗原 仁

＜令和6年4月＞
文化科学修士

兼任 講師

小泉 京美

＜令和7年4月＞
MBA修士（経営管理）

ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ1

兼任 講師

宮藤 浩子

＜令和6年4月＞
博士（理学） 兼任 講師

宮藤 浩子

＜令和6年4月＞
博士（理学）

現代の生物学2
現代の生物学3

現代の生物学2
現代の生物学3

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任 講師

小林 剛

＜令和6年4月＞
博士（文学）

兼任 講師

小林 剛

＜令和6年4月＞
博士（文学）

伝統論理学1
伝統論理学2

哲学史1
哲学史2
伝統論理学1
伝統論理学2

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名
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英語研究1A
英語研究1B

兼任 講師

塩谷 雅之

＜令和6年4月＞
Master of Philosophy※

（イギリス）

心理学入門1
心理学入門2

兼任 講師

塩田 伊都子

＜令和6年4月＞
修士(心理学)

ﾌﾗﾝｽ語3A
ﾌﾗﾝｽ語3B
ﾌﾗﾝｽ語演習初級A
ﾌﾗﾝｽ語演習初級B

兼任 講師

SINTIVE Pierre

＜令和6年4月＞
フランス語教育修士

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼｰ1
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼｰ2

兼任 講師

櫻井 淳

＜令和6年4月＞
博士(情報学)

ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ演習1

兼任 講師

嵯峨 景子

＜令和6年4月＞
修士(学際情報学)

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼｰ1

兼任 講師

坂本 航太郎

＜令和6年4月＞
博士(人間生物学)

ﾌﾗﾝｽ語研究1A
ﾌﾗﾝｽ語研究1B

兼任 講師

坂口 哲啓

＜令和6年4月＞
博士(人文科学)

兼任 講師

作田 正明

＜令和6年4月＞
理学博士 兼任 講師

作田 正明

＜令和6年4月＞
理学博士

生命科学各論3
生命科学特論

生命科学各論3
生命科学特論

兼任 講師

小林 光木

＜令和6年4月＞
博士(理学)

数学1
数学2
数学3
数学4

兼任 講師

佐藤 成美

＜令和6年4月＞
博士（農学） 兼任 講師

佐藤 成美

＜令和6年4月＞
博士（農学）

生物学入門1
現代の生物学1

生物学入門1
現代の生物学1

兼任 講師

佐野 洋子

＜令和7年4月＞
修士（文学）※

兼任 講師

佐野 洋子

＜令和7年4月＞
修士（文学）※

ﾛｼｱ語研究3A
ﾛｼｱ語研究3B
ﾛｼｱ語研究4A
ﾛｼｱ語研究4B

ﾛｼｱ語研究3A
ﾛｼｱ語研究3B
ﾛｼｱ語研究4A
ﾛｼｱ語研究4B

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名
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ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼｰ2

兼任 講師

白井 裕司

＜令和6年4月＞
理工学修士

講師

島村 賢一

＜令和6年4月＞
修士（社会学）

社会学概論A
社会学概論B

社会学概論A
社会学概論B

兼任 講師 兼任 講師
倫理学入門1
倫理学入門2
倫理学各論1
倫理学各論2

倫理学入門1
倫理学入門2
倫理学各論1
倫理学各論2

SCHMIDT Ute

＜令和6年4月＞
修士(日本研究)

兼任 講師

島村 賢一

＜令和6年4月＞
修士（社会学） 兼任

兼任 講師

柴田 瑞枝

＜令和6年4月＞
博士（学術）

Ph.D. in Italian Literature
（イタリア）

ｲﾀﾘｱ語の基礎A
ｲﾀﾘｱ語の基礎B

兼任 講師

柴山 滋

＜令和6年4月＞
文学修士※ 兼任 講師

柴山 滋

＜令和6年4月＞
文学修士※

ｱﾗﾋﾞｱ語の基礎A
ｱﾗﾋﾞｱ語の基礎B

ｱﾗﾋﾞｱ語の基礎A
ｱﾗﾋﾞｱ語の基礎B
ｱｼﾞｱ言語圏の文化入門3

兼任 講師

島田 亜実

＜令和6年4月＞
修士(地域文化学)

中国語3A
中国語3B
中国語研究1A
中国語研究1B

健康科学概論1
健康科学概論2

兼任 講師

設楽 佳世

＜令和6年4月＞
博士(スポーツ科学)

ﾌﾗﾝｽ語研究1A
ﾌﾗﾝｽ語研究1B
ﾌﾗﾝｽ語演習中級A
ﾌﾗﾝｽ語演習中級B

兼任 講師

塩谷 優衣

＜令和6年4月＞
修士(文学)

兼任 講師

朱 海燕

＜令和6年4月＞
博士（学術）

兼任 講師

朱 海燕

＜令和6年4月＞
博士（学術）

日本の社会と文化1A
日本の社会と文化1B

ｱｼﾞｱ言語圏の文化入門2
異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究A
異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究B
ｱｼﾞｱ言語圏の文化各論3
ｱｼﾞｱ言語圏の文化各論4
ｽﾀﾃﾞｨｰﾂｱｰ1
日本の社会と文化1A
日本の社会と文化1B

清水 明美

＜令和6年4月＞
修士（文学）

清水 明美

＜令和6年4月＞
修士（文学）

日本語2A
日本語2B

兼任

兼任 講師

ﾄﾞｲﾂ語研究2A
ﾄﾞｲﾂ語研究2B

講師

清水 慶子

＜令和6年4月＞
修士（国際学）

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名
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ｽﾎﾟｰﾂ科学概論1
ｽﾎﾟｰﾂ科学概論2
ｽﾎﾟｰﾂ方法学1
ｽﾎﾟｰﾂ方法学2
ｽﾎﾟｰﾂ方法学3
ｽﾎﾟｰﾂ方法学4

兼任 講師

薗部 正人

＜令和6年4月＞
修士(体育学)

統計学1
統計学2

兼任 講師

宋 明子

＜令和6年4月＞
博士(経済)

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼｰ1
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼｰ2

兼任 講師

数納 広哉

＜令和6年4月＞
博士(理学)

ﾗｲﾌﾃﾞｻﾞｲﾝ1

兼任 講師

須藤 章

＜令和6年4月＞
博士(カウンセリング科学)

英語特別研究A
英語特別研究B

兼任 講師

鈴木 義久

＜令和6年4月＞
文学修士

中国語研究1A
中国語研究1B

兼任 講師

鈴木 健太郎

＜令和6年4月＞
文学碩士

ﾌﾗﾝｽ語研究1A
ﾌﾗﾝｽ語研究1B

兼任 講師

鈴木 和彦

＜令和6年4月＞
博士(文学)

ｽﾎﾟｰﾂ方法学1
ｽﾎﾟｰﾂ方法学2
ｽﾎﾟｰﾂ方法学3
ｽﾎﾟｰﾂ方法学4
ｽﾎﾟｰﾂ科学概論1
ｽﾎﾟｰﾂ科学概論2

兼任 講師

鈴川 一宏

＜令和6年4月＞
修士(体育学)

ｽﾎﾟｰﾂ方法学1
ｽﾎﾟｰﾂ方法学2
ｽﾎﾟｰﾂ方法学3
ｽﾎﾟｰﾂ方法学4

兼任 講師

菅田 真理

＜令和6年4月＞
修士(体育学)

中国語2A
中国語2B
中国語研究2A
中国語研究2B

兼任 講師

申 亜敏

＜令和6年4月＞
博士(言語学)

ｽﾎﾟｰﾂ方法学1
ｽﾎﾟｰﾂ方法学2
ｽﾎﾟｰﾂ方法学3
ｽﾎﾟｰﾂ方法学4
ｽﾎﾟｰﾂ科学概論1
ｽﾎﾟｰﾂ科学概論2

兼任 講師

白土 男女幸

＜令和6年4月＞
修士(体育科学)

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名
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ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ1

兼任 講師

田島 幸雄

＜令和7年4月＞
修士(体育学)

竹内 敦

＜令和6年4月＞
修士(体育科学)

ｱｼﾞｱ言語圏の文化入門1

兼任 講師

瀧川 ゆう子

＜令和6年4月＞
修士(言語学)

ｽﾍﾟｲﾝ語3A
ｽﾍﾟｲﾝ語3B

兼任 講師

高橋 睦

＜令和6年4月＞
修士(言語学)

兼任 講師

高松 麻里

＜令和6年4月＞
修士（美学美術史学）

Japanese History 1
Japanese History 2

Japanese History 1
Japanese History 2

兼任 講師

高山 宏司

＜令和6年4月＞
文学修士※ 兼任 講師

経済学1
経済学2

兼任 講師

高橋 真悟

＜令和6年4月＞
博士(経済学)

高山 宏司

＜令和6年4月＞
文学修士※

社会科学概論1
社会科学概論2

日本語2A
日本語2B

兼任 講師

高島 美江

＜令和6年4月＞
修士(観光学)

ﾌﾗﾝｽ語研究2A
ﾌﾗﾝｽ語研究2B

兼任 講師

大道寺 玲央

＜令和6年4月＞
修士（文学）

兼任 講師

高松 麻里

＜令和6年4月＞
修士（美学美術史学）

兼任 講師

高田　寛

＜令和7年9月＞
LL.M.(米国) 兼任 講師

高田　寛

＜令和7年9月＞
LL.M.(米国)

職業と倫理
知的財産権とその実務

職業と倫理
知的財産権とその実務

社会科学概論1
社会科学概論2

兼任 講師

竹田 文彦

＜令和6年4月＞
D.Phil. In Theology/Oriental

Studies
(イギリス)

兼任 講師

竹田 文彦

＜令和6年4月＞
D.Phil. In Theology/Oriental

Studies
(イギリス)

ｷﾞﾘｼｱ語研究A
ｷﾞﾘｼｱ語研究B

ｷﾞﾘｼｱ語研究A
ｷﾞﾘｼｱ語研究B

兼任 講師

田中　章詞

＜令和7年4月＞
博士（理学） 兼任 講師

田中　章詞

＜令和7年4月＞
博士（理学）

人工知能
人工知能演習
AIとデータサイエンスの数理

人工知能
人工知能演習
AIとデータサイエンスの数理

兼任 講師

田坂 由貴

＜令和6年4月＞
修士(理学)

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼｰ1
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼｰ2

ｽﾎﾟｰﾂ方法学1
ｽﾎﾟｰﾂ方法学2
ｽﾎﾟｰﾂ方法学3
ｽﾎﾟｰﾂ方法学4

兼任 講師

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名
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英語研究1A
英語研究1B
英語研究2A
英語研究2B

兼任 講師

NAKAMURA HOFSTEE Stephen 
Howard

＜令和6年4月＞
Master of Arts,TESOL

（米国）

英語研究1A
英語研究1B

兼任 講師

中村 道生

＜令和6年4月＞
修士（英文学）※

ﾌﾗﾝｽ語研究2A
ﾌﾗﾝｽ語研究2B

兼任 講師

中村 美緒

＜令和6年4月＞
文学修士

ｽﾍﾟｲﾝ語演習中級A
ｽﾍﾟｲﾝ語演習中級B

兼任 講師

中島 さやか

＜令和6年4月＞
博士（ラテンアメリカ研究）

ﾌﾗﾝｽ語演習初級A
ﾌﾗﾝｽ語演習初級B

兼任 講師

中尾 和美

＜令和6年4月＞
博士(学術)

ﾄﾞｲﾂ語1A
ﾄﾞｲﾂ語1B

兼任 講師

辻本 勝好

＜令和6年4月＞
文学修士

ｽﾎﾟｰﾂ方法学1
ｽﾎﾟｰﾂ方法学2
ｽﾎﾟｰﾂ科学概論1
ｽﾎﾟｰﾂ科学概論2
ｼｰｽﾞﾝｽﾎﾟｰﾂ研究2A
ｼｰｽﾞﾝｽﾎﾟｰﾂ研究3A

兼任 講師

塚脇 誠

＜令和6年4月＞
スポーツ科学修士

韓国語3A
韓国語3B
韓国語研究1A
韓国語研究1B

兼任 講師

秋 賢淑

＜令和6年4月＞
修士(言語学)

韓国語演習初級A
韓国語演習初級B

兼任 講師

張 河林

＜令和6年4月＞
修士(文学)

現代社会とｷﾘｽﾄ教3

兼任 講師

崔 善愛

＜令和6年4月＞
修士(音楽)

韓国語1A
韓国語1B

兼任 講師

崔 靜仁

＜令和6年4月＞
修士(学術)

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名
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ﾄﾞｲﾂ語3A
ﾄﾞｲﾂ語3B
ﾄﾞｲﾂ語演習初級A
ﾄﾞｲﾂ語演習初級B

兼任 講師

橋本 嘉那子

＜令和6年4月＞
人文科学修士

ﾌﾗﾝｽ語2A
ﾌﾗﾝｽ語2B

兼任 講師

根岸 知生

＜令和6年4月＞
文学修士

ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ﾗｲﾃｨﾝｸﾞの基礎
ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ演習1

兼任 講師

西川 蘭

＜令和6年4月＞
博士(文学)

ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ演習1

兼任 講師

西 律子

＜令和6年4月＞
博士(社会科学)

中国語4A
中国語4B

兼任 講師

南 勇

＜令和6年4月＞
博士（学術)

ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ﾗｲﾃｨﾝｸﾞの基礎
ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ演習1

兼任 講師

浪波 利奈

＜令和6年4月＞
博士(文学)

ｽﾎﾟｰﾂ科学概論1
ｽﾎﾟｰﾂ科学概論2
ｽﾎﾟｰﾂ方法学1
ｽﾎﾟｰﾂ方法学2

兼任 講師

並木 和彦

＜令和6年4月＞
体育学修士

文化とﾒﾃﾞｨｱの社会学入門1
文化とﾒﾃﾞｨｱの社会学入門2

兼任 講師

永田 大輔

＜令和6年4月＞
修士(社会学)

ﾌﾗﾝｽ語1A
ﾌﾗﾝｽ語1B
ﾖｰﾛｯﾊﾟ言語圏の文化入門1

兼任 講師

永井 友梨

＜令和6年4月＞
Master of Arts（フランス）

兼任 講師

野浪 晶子

＜令和6年9月＞
修士（キャリアデザイン学） 兼任 講師

野浪 晶子

＜令和6年9月＞
修士（キャリアデザイン学）

ﾗｲﾌﾃﾞｻﾞｲﾝ1
ﾗｲﾌﾃﾞｻﾞｲﾝ2

ﾗｲﾌﾃﾞｻﾞｲﾝ1
ﾗｲﾌﾃﾞｻﾞｲﾝ2

兼任 講師

吐合 大祐

＜令和6年4月＞
博士(政治学)

政治学1
政治学2

日本文学講読1
日本文学講読2

兼任 講師

橋本 ゆかり

＜令和6年4月＞
博士(文学)

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名
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ﾌﾗﾝｽ語2A
ﾌﾗﾝｽ語2B

兼任 講師

藤井 宏尚

＜令和6年4月＞
文学修士

人文地理学入門1
人文地理学入門2

兼任 講師

平川 亨

＜令和6年4月＞
博士(地理学)

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼｰ1

兼任 講師

日向寺 祥子

＜令和6年4月＞
博士（理学）

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ社会と市民活動入門1
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ社会と市民活動入門2

兼任 講師

日置 一太

＜令和6年4月＞
学士（法学）

ﾌﾗﾝｽ語4A
ﾌﾗﾝｽ語4B

兼任 講師

坂東 真理子

＜令和6年4月＞
博士(文学)

韓国語研究1A
韓国語研究1B

兼任 講師

韓 正芽

＜令和6年4月＞
修士(学術)

兼任 講師

早坂 寛子

＜令和8年4月＞
MBA（米国） 兼任 講師

早坂 寛子

＜令和8年4月＞
MBA（米国）

Business English A
Business English B

Business English A
Business English B

兼任 講師

播本 秀史

＜令和6年4月＞
修士（文学）※ 兼任 講師

播本 秀史

＜令和6年4月＞
修士（文学）※

教育学の基礎1
教育学の基礎2

教育学の基礎1
教育学の基礎2

兼任 講師

広谷 彰

＜令和6年4月＞
理学博士 兼任 講師

広谷 彰

＜令和6年4月＞
理学博士

現代の生物学4
現代の生物学5

現代の生物学4
現代の生物学5

兼任 講師

韓 梨恵

＜令和6年4月＞
博士(文学)

歴史学3
歴史学4

ﾌﾗﾝｽ語研究2A
ﾌﾗﾝｽ語研究2B

兼任 講師

平賀 裕貴

＜令和6年4月＞
博士(文学)

兼任 講師

福里　司

＜令和8年9月＞
博士（工学）

兼任 講師

福里　司

＜令和8年9月＞
博士（工学）

コンピュータグラフィックス コンピュータグラフィックス

兼任 講師

福田 真平

＜令和6年4月＞
修士(理学)

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼｰ1

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名
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ｽﾎﾟｰﾂ方法学1
ｽﾎﾟｰﾂ方法学2
ｽﾎﾟｰﾂ方法学3
ｽﾎﾟｰﾂ方法学4

兼任 講師

前野 浩嗣

＜令和6年4月＞
体育学士

中国語3A
中国語3B

兼任 講師

前田 恭規

＜令和6年4月＞
修士（学術）

ｽﾎﾟｰﾂ方法学1
ｽﾎﾟｰﾂ方法学2
ｽﾎﾟｰﾂ方法学3
ｽﾎﾟｰﾂ方法学4

兼任 講師

本間 洋樹

＜令和6年4月＞
博士(体育科学)

ﾌﾗﾝｽ語3A
ﾌﾗﾝｽ語3B

兼任 講師

BORIES Laurence

＜令和6年4月＞
フランス語教授法専攻修士

ｵﾙｶﾞﾝ実習1
ｵﾙｶﾞﾝ実習2

兼任 講師

梅干野 安未

＜令和7年4月＞
修士(オルガン)

ｽﾎﾟｰﾂ方法学1
ｽﾎﾟｰﾂ方法学2
ｽﾎﾟｰﾂ方法学3
ｽﾎﾟｰﾂ方法学4

兼任 講師

保科 光作

＜令和6年4月＞
修士(体育科学)

ｽﾎﾟｰﾂ方法学1
ｽﾎﾟｰﾂ方法学2
ｽﾎﾟｰﾂ方法学3
ｽﾎﾟｰﾂ方法学4

兼任 講師

古木 宏子

＜令和6年4月＞
博士(体育科学)

ｽﾎﾟｰﾂ方法学1
ｽﾎﾟｰﾂ方法学2
ｽﾎﾟｰﾂ方法学3
ｽﾎﾟｰﾂ方法学4

兼任 講師

古川 佑生

＜令和6年4月＞
修士(体育科学)

ﾄﾞｲﾂ語4A
ﾄﾞｲﾂ語4B
ﾄﾞｲﾂ語研究2A
ﾄﾞｲﾂ語研究2B

兼任 講師

BUCHENBERGER Stefan

＜令和6年4月＞
博士（文学）

ｽﾎﾟｰﾂ方法学1
ｽﾎﾟｰﾂ方法学2
ｽﾎﾟｰﾂ方法学3
ｽﾎﾟｰﾂ方法学4

兼任 講師

藤城 仁音

＜令和6年4月＞
博士(体育科学)

兼任 講師

HELLER Patrick S.

＜令和6年4月＞
Masters of Fine Arts（米国） 兼任 講師

HELLER Patrick S.

＜令和6年4月＞
Masters of Fine Arts（米国）

Japanese History 5
Japanese History 6

Japanese History 5
Japanese History 6

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名
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社会福祉学2

兼任 講師

宮脇 文恵

＜令和6年4月＞
修士(社会福祉学)

中国語1A
中国語1B
ｱｼﾞｱ言語圏の文化入門1

兼任 講師

宮入 いずみ

＜令和6年4月＞
文学修士

ｽﾎﾟｰﾂ科学概論1
ｽﾎﾟｰﾂ科学概論2

兼任 講師

三田 信孝

＜令和6年4月＞
体育学修士

文化人類学入門2

兼任 講師

三瀬 利之

＜令和6年4月＞
博士(学術)

中国語1A
中国語1B
中国語研究1A
中国語研究1B

兼任 講師

三浦 久仁子

＜令和6年4月＞
修士(外国語)

日本語2A
日本語2B

兼任 講師

松本 明香

＜令和6年4月＞
修士(言語文学)

ｽﾍﾟｲﾝ語2A
ｽﾍﾟｲﾝ語2B
ｽﾍﾟｲﾝ語研究2A
ｽﾍﾟｲﾝ語研究2B

兼任 講師

ﾏﾀﾖｼ ｶｽﾞﾐ 

＜令和6年4月＞
博士（言語学）

兼任 講師

宮﨑 悠二

＜令和6年4月＞
修士（社会情報学） 兼任 講師

宮﨑 悠二

＜令和6年4月＞
修士（社会情報学）

文化とﾒﾃﾞｨｱの社会学入門1
文化とﾒﾃﾞｨｱの社会学入門2

文化とﾒﾃﾞｨｱの社会学入門1
文化とﾒﾃﾞｨｱの社会学入門2

兼任 講師

村上 寛

＜令和6年4月＞
博士（文学） 兼任 講師

村上 寛

＜令和6年4月＞
博士（文学）

ﾗﾃﾝ語研究A
ﾗﾃﾝ語研究B

ﾗﾃﾝ語研究A
ﾗﾃﾝ語研究B

兼任 講師

宮田 理

＜令和6年4月＞
修士（理学）

ｽﾎﾟｰﾂ社会学概論2
ｽﾎﾟｰﾂ方法学1
ｽﾎﾟｰﾂ方法学3
ｽﾎﾟｰﾂ方法学4

兼任 講師

村田 玲音

＜令和6年4月＞
理学博士

兼任 講師

村田 玲音

＜令和7年4月＞
理学博士

線形代数A
解析学A
線形代数B
解析学B
情報のための論理と数学
符号と暗号の数理

情報のための論理と数学
符号と暗号の数理

兼任 講師

森　辰則

＜令和8年4月＞
工学博士

兼任 講師

森　辰則

＜令和8年4月＞
工学博士

自然言語処理 自然言語処理

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名
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ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼｰ2

兼任 講師

横井 利彰

＜令和6年4月＞
工学博士

中国語1A
中国語1B

兼任 講師

劉 笑梅

＜令和6年4月＞
修士（学術）

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼｰ1

兼任 講師

山野 拓也

＜令和6年4月＞
博士(理学)

社会福祉学1

兼任 講師

山下 順三

＜令和6年4月＞
修士(社会福祉学)

社会学理論の基礎1
社会学理論の基礎2

兼任 講師

矢作 征男

＜令和6年4月＞
社会学修士

兼任 講師

山里 盛文

＜令和6年4月＞
博士（法学） 兼任 講師

山里 盛文

＜令和6年4月＞
博士（法学）

法学(日本国憲法を含む) 1
法学(日本国憲法を含む) 2

法学(日本国憲法を含む) 1
法学(日本国憲法を含む) 2

中国語2A
中国語2B

兼任 講師

楊 心苗

＜令和6年4月＞
修士(言語学)

ﾌﾗﾝｽ語研究2A
ﾌﾗﾝｽ語研究2B

兼任 講師

安川 孝

＜令和6年4月＞
博士（文学）

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼｰ1
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼｰ2

兼任 講師

安井 良彰

＜令和6年4月＞
博士（理学）

兼任 講師

柳 慧政

＜令和6年4月＞
博士(日本語日本文学)

韓国語2A
韓国語2B
韓国語研究3A
韓国語研究3B

兼任 講師

矢部（川元）まゆみ

＜令和6年4月＞
修士（文学） 兼任 講師

矢部（川元）まゆみ

＜令和6年4月＞
修士（文学）

多文化共生各論3
多文化共生各論4

多文化共生各論3
多文化共生各論4

兼任 講師

山本 千寛

＜令和6年4月＞
修士（学術）

社会学理論の基礎1
社会学理論の基礎2

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名
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ｽﾎﾟｰﾂ方法学1
ｽﾎﾟｰﾂ方法学2
ｽﾎﾟｰﾂ方法学3
ｽﾎﾟｰﾂ方法学4

兼任 講師

渡邉 剛

＜令和6年4月＞
学士（体育学）

健康科学概論1
健康科学概論2

兼任 講師

渡辺 久美

＜令和6年4月＞
博士(障害科学)

ﾌﾗﾝｽ語研究3A
ﾌﾗﾝｽ語研究3B
ﾌﾗﾝｽ語研究4A
ﾌﾗﾝｽ語研究4B

兼任 講師

LEVY Jacques Henrik

＜令和6年4月＞
日本語学修士

ｽﾍﾟｲﾝ語4A
ｽﾍﾟｲﾝ語4B
ｽﾍﾟｲﾝ語研究1A
ｽﾍﾟｲﾝ語研究1B

兼任 講師

RUIZ TINOCO Concepcion 

＜令和6年4月＞
修士(教育学)

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ2A
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ2B

兼任 講師

李 正美

＜令和6年4月＞

中国語研究2A
中国語研究2B

兼任 講師

李 雲

＜令和6年4月＞
文学修士

ｽﾍﾟｲﾝ語演習初級A
ｽﾍﾟｲﾝ語演習初級B
ｽﾍﾟｲﾝ語4A
ｽﾍﾟｲﾝ語4B
ｽﾍﾟｲﾝ語研究1A
ｽﾍﾟｲﾝ語研究1B

兼任 講師

RABASCO Luis

＜令和6年4月＞
学士(宝石貴石学)

兼任 講師

吉田 真

＜令和6年4月＞
文学修士※

兼担
准教
授

吉田 真

＜令和6年4月＞
文学修士※

ﾄﾞｲﾂ語演習初級A
ﾄﾞｲﾂ語演習初級B
ﾖｰﾛｯﾊﾟ言語圏の文化入門2
ﾖｰﾛｯﾊﾟ言語圏の文化各論2
ﾄﾞｲﾂ語研究1A
ﾄﾞｲﾂ語研究1B
ﾄﾞｲﾂ語研究2A
ﾄﾞｲﾂ語研究2B
ﾄﾞｲﾂ語演習中級A
ﾄﾞｲﾂ語演習中級B
ﾄﾞｲﾂ語研究3A
ﾄﾞｲﾂ語研究3B

ﾖｰﾛｯﾊﾟ言語圏の文化入門2
ﾖｰﾛｯﾊﾟ言語圏の文化各論2
ﾄﾞｲﾂ語研究1A
ﾄﾞｲﾂ語研究1B

兼任 講師

依田 充代

＜令和6年4月＞
博士（スポーツ健康科学） 兼任 講師

依田 充代

＜令和6年4月＞
博士（スポーツ健康科学）

ｽﾎﾟｰﾂ社会学概論1
ｽﾎﾟｰﾂ社会学概論2

ｽﾎﾟｰﾂ社会学概論1
ｽﾎﾟｰﾂ社会学概論2

兼任 講師

吉岡 愛子

＜令和6年4月＞
Ph.D. in Cinema Studies

（オーストラリア）
兼任 講師

吉岡 愛子

＜令和6年4月＞
Ph.D. in Cinema Studies

（オーストラリア）

Current Issues 3
Current Issues 4

Current Issues 3
Current Issues 4

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名
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（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

・ 認可申請書又は設置届出書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

・ 各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引」の「教員名簿」を確認してください。

・ 「認可時又は届出時」には設置認可時又は届出時の教員全て（兼任、兼担教員を含む。）を黒字で記入してください。

その上で、各年度については、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

・ 年齢は、それぞれの年度の５月１日時点の満年齢を記入してください。

・ 専任（専門職大学等は専、実専、実（研）、実み）、兼担、兼任の順に記入してください。

・ 不要な年度（令和５年度開設であれば令和４年度以前）の表は適宜削除してください。

法学(日本国憲法を含む) 1
法学(日本国憲法を含む) 2

兼任 講師

渡辺 靖明

＜令和6年4月＞
修士(法学)

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼｰ1
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼｰ2

兼任 講師

渡邉 夏輝

＜令和6年4月＞
博士（物理学）

・ 指定規則の改正により、新旧カリキュラムを並行して実施している場合は、「担当授業科目名」の上段に変更後のカリキュラム（新カリキュラム）
の授業科目名を記入するとともに、下段に変更前のカリキュラム（旧カリキュラム）の授業科目名を記入してください。

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名 担当授業科目名
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（１）ー②担当教員表に関する変更内容

・OTAMENDI D. Vicente講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任

・小方 涼子講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たな科目を追加およびそれに伴う就任年月の修正
・小川 智也講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・荻野 聖子講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・押小路 忠昭講師（兼任）　山本 千寛講師（兼任）退職に伴い、新たに科目を担当することになり就任
・小薗 瑞恵講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任

・黄 斌講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・太田 岳人講師（兼任）　柴田 瑞枝講師（兼任）退職に伴い就任
・大貫 義久講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たな科目を追加
・大平 健介講師（兼任）　退職に伴い就任辞退
・小笠 英志講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任

・内堀 淳志講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・宇戸 優美子講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・鵜木 誠講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・呉 永美講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たな科目を追加およびそれに伴う就任年月の修正
・王 京蒂講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任

・藺牟田 陽子講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・岩坂 憂児講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・UENO Aviva Smith講師（兼任）　新たに開設する科目を担当することになり就任
・植松 希久磨講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・WALKER John Adam講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任

・泉 敏郎講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・市橋 明典講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・井手 春希講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・井手口 学講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・伊藤 孝一郎講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任

・池辺 正典講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・石川 光晴講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・石川 陽一講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・石月 麻由子講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たな科目を追加およびそれに伴う就任年月の修正
・石渡 周二講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任

・李 志暎講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・李 ｿﾗ講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・飯塚 順一講師（兼任）　退職に伴い就任辞退
・生間 元基講師（兼任）　山本 千寛講師（兼任）退職に伴い、新たに科目を担当することになり就任
・五十峯 聖講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任

・山内 薫助教（兼担）　担当科目の見直しに伴い、科目の一部を削除し、新たな科目を追加
・山本 りりこ助教（兼担）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・穐田 宗隆講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・ALA-RASHI Mariam講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・李 善姫講師（兼任）　退職に伴い就任辞退

・土屋 陽祐助教（兼担）　担当科目の見直しに伴い、新たな科目を追加。また、令和6年度から講師に昇格
・THOMAS Dax助教（兼担）　担当科目の見直しに伴い、就任辞退
・中野 綾子助教（兼担）　担当科目の見直しに伴い、科目の一部を削除し、新たな科目を追加。また、令和6年度から講師に昇格
・日高 知恵実助教（兼担）　　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・文 吉英助教（兼担）　　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任

・紺屋 あかり講師（兼担）　新たに開設する科目を担当することになり就任
・徳間 晴美講師（兼担）　担当科目の見直しに伴い、科目の一部を削除し、新たな科目を追加
・吉田 忍講師（兼担）　　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・池田 昭光助教（兼担）　担当科目の見直しに伴い、新たな科目を追加
・CONSTANTINESCU Cezar助教（兼担）　担当科目の見直しに伴い、科目の一部を削除し、新たな科目を追加

・林 祥平准教授（兼担）　新たに開設する科目を担当することになり就任
・三角 明子准教授（兼担）　担当科目の見直しに伴い、科目の一部を削除し、新たな科目を追加
・吉岡 拓准教授（兼担）　担当科目の見直しに伴い、新たな科目を追加
・塩谷 祐人講師（兼担）　担当科目の見直しに伴い、科目の一部を削除し、新たな科目を追加。また、令和6年度から准教授に昇格
・小泉 ユサ講師（兼担）　担当科目の見直しに伴い、科目の一部を削除し、新たな科目を追加。また、令和6年度から准教授に昇格

・洪 潔清准教授（兼担）　担当科目の見直しに伴い、科目の一部を削除し、新たな科目を追加
・杉崎 範英准教授（兼担）　担当科目の見直しに伴い、科目の一部を削除し、新たな科目を追加
・鈴木 陽子准教授（兼担）　担当科目の見直しに伴い、就任辞退
・根本 淳子准教授（兼担）　新たに開設する科目を担当することになり就任
・長谷部 美佳准教授（兼担）　研究サバティカル取得に伴い、就任辞退

・岩村 英之准教授（兼担）　新たに開設する科目を担当することになり就任
・植木 献准教授（兼担）　担当科目の見直しに伴い、新たな科目を追加
・ELAM Jesse Russell准教授（兼担）　担当科目の見直しに伴い、科目の一部を削除し、新たな科目を追加
・大久保 遼准教授（兼担）　新たに開設する科目を担当することになり就任
・GRIMES-MACLELLAN D.M.准教授（兼担）　担当科目の見直しに伴い、就任辞退

・森田 恭光教授（兼担）　担当科目の見直しに伴い、新たな科目を追加
・湯沢 英彦教授（兼担）　新たに開設する科目を担当することになり就任
・渡辺 祐子教授（兼担）　退職に伴い就任辞退
・井頭 麻子准教授（兼担）　担当科目の見直しに伴い、科目の一部を削除し、新たな科目を追加
・石井 友子准教授（兼担）　担当科目の見直しに伴い、新たな科目を追加

・畠山 達教授（兼担）　担当科目の見直しに伴い、科目の一部を削除
・平山 恵教授（兼担）　鄭 栄桓教授（兼担）研究サバティカル取得に伴い、新たに科目を担当することになり就任
・福山 勝也教授（兼担）　渡辺祐子教授（兼担）退職に伴う担当科目追加、及び、新たな科目の追加
・藤川 賢教授（兼担）　担当科目の見直しに伴い、就任辞退
・室 和伸教授（兼担）　新たに開設する科目を担当することになり就任

・神山 恒雄教授（兼担）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任

・張 宏波教授（兼担）　研究サバティカル取得に伴い、就任辞退
・鄭 栄桓教授（兼担）　研究サバティカル取得に伴い、就任辞退
・中谷 美穂教授（兼担）　担当科目の見直しに伴い、就任辞退
・名須川 学教授（兼担）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・西 香織教授（兼担）　　担当科目の見直しに伴い、科目の一部を削除し、新たな科目を追加

・神門 善久教授（兼担）　担当科目の見直しに伴い、就任辞退

・嶋田 彩司教授（兼担）　研究サバティカル取得に伴い、就任辞退
・関口 幸代教授（兼担）　新たに開設する科目を担当することになり就任
・徐 正敏教授（兼担）　渡辺祐子教授（兼担）退職に伴い、新たに科目を担当
・高桑 光徳教授（兼担）　担当科目の見直しに伴い、科目の一部を削除

・櫻井 成一朗教授（兼担）　担当科目の見直しに伴い、新たな科目を追加

【令和６年度】
　　　　 　　　　

・太田 和俊教授（専任）　「線形代数A」「線形代数B」を担当予定であったが、複数名による指導体制を敷いており、令和6年度は担当しない
・稲葉 真理講師（兼任）　「ｺﾝﾋﾟｭｰﾀとｸﾗｳﾄﾞｼｽﾃﾑ」を担当予定であったが、複数名による指導体制を敷いており、令和6年度は担当しない
・和田 康孝講師（兼任）　「ｺﾝﾋﾟｭｰﾀとｸﾗｳﾄﾞｼｽﾃﾑ」を担当予定であったが、複数名による指導体制を敷いており、令和6年度は担当しない
・阿部 香澄准教授（専任）　「初級ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ」を担当予定であったが、複数名による指導体制を敷いており、令和6年度は担当しない
・加堂 大輔准教授（専任）　「初級ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ」を担当予定であったが、複数名による指導体制を敷いており、令和6年度は担当しない
・令和６年４月酒井一博教授就任。令和５年11月教員審査済。
・川島 誠講師（専任）　「線形代数A」「線形代数B」を担当予定であったが、複数名による指導体制を敷いており、令和6年度は担当しない
・明石 留美子教授（兼担）　研究サバティカル取得に伴い、就任辞退

・金 珍娥教授（兼担）　担当科目の見直しに伴い、科目の一部を削除
・GILL Thomas P.教授（兼担）　担当科目の廃止に伴い、就任辞退
・金城 光教授（兼担）　新たに開設する科目を担当することになり就任
・黒川 貞生教授（兼担）　担当科目の見直しに伴い、新たな科目を追加
・小林 正人教授（兼担）　担当科目の見直しに伴い、科目の一部を削除

・稲葉 振一郎教授（兼担）　新たに開設する科目を担当することになり就任
・猪瀬 浩平教授（兼担）　担当科目の見直しに伴い、科目の一部を削除し、新たな科目を追加
・大森 洋子教授（兼担）　担当科目の見直しに伴い、科目の一部を削除
・岡田 仁教授（兼担）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
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・三瀬 利之講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任

・前田 恭規講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・前野 浩嗣講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・ﾏﾀﾖｼ ｶｽﾞﾐ講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・松本 明香講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・三浦 久仁子講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任

・古木 宏子講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・保科 光作講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・梅干野 安未講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・BORIES Laurence講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・本間 洋樹講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任

・福田 真平講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・藤井 宏尚講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・藤城 仁音講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・BUCHENBERGER Stefan講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・古川 佑生講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任

・坂東 真理子講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・日置 一太講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・日向寺 祥子講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・平川 亨講師（兼任）　　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・平賀 裕貴講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任

・吐合 大祐講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・橋本 嘉那子講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・橋本 ゆかり講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・韓 梨恵講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・韓 正芽講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任

・浪波 利奈講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・南 勇講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・西 律子講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・西川 蘭講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・根岸 知生講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任

・中村 道生講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・NAKAMURA HOFSTEE Stephen Howard講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・永井 友梨講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・永田 大輔講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・並木 和彦講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任

・塚脇 誠講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・辻本 勝好講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・中尾 和美講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・中島 さやか講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・中村 美緒講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任

・田島 幸雄講師（兼任）　小泉 京美講師（兼任）退職に伴い、新たに科目を担当することになり就任
・崔 靜仁講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・崔 善愛講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・張 河林講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・秋 賢淑講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任

・高橋 真悟講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・高橋 睦講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・瀧川 ゆう子講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・竹内 敦講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・田坂 由貴講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任

・数納 広哉講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・宋 明子講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・薗部 正人講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・大道寺 玲央講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・高島 美江講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任

・鈴川 一宏講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・鈴木 和彦講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・鈴木 健太郎講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・鈴木 義久講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・須藤 章講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任

・SCHMIDT Ute講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・白井 裕司講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・白土 男女幸講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・申 亜敏講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・菅田 真理講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任

・柴田 瑞枝講師（兼任）　退職に伴い就任辞退
・柴山 滋講師（兼任）　張 宏波教授（兼担）研究サバティカル取得に伴い、新たに科目を追加
・島田 亜実講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・清水 慶子講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・朱 海燕講師（兼任）　張 宏波教授（兼担）研究サバティカル取得および担当科目の見直しに伴い、科目を追加

・SINTIVE Pierre講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・塩田 伊都子講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・塩谷 雅之講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・塩谷 優衣講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・設楽 佳世講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任

・小林 光木講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・坂口 哲啓講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・坂本 航太郎講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・嵯峨 景子講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・櫻井 淳講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任

・黄 宇暁講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・古賀 潤一郎講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・COTRINA CAYO Leidy Yemire講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・KOSAKA Kristina講師（兼任）　新たに開設する科目を担当することになり就任
・小林 剛講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たな科目を追加

・車 俊之講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・高 槿旭講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・呉 敏講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・小泉 京美講師（兼任）　退職に伴い就任辞退
・小泉 有加講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任

・木村 久美子講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・清原 悠講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・桐藤 薫講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・楠原 博行講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・栗原 仁講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任

・菊地 潤講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・菊池 那明講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・金 兌恩講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・金 南听講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・金 ﾐﾋｮﾝ講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任

・加藤 美季子講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・門 美由紀講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・金森 純講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・兼頭 ゆみ子講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・GALICHET-HONDA Valerie Zia講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任

・小野 ゆり子講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・小山田 豊講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・郭 悦欣講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・加藤 旭人講師（兼任）　長谷部 美佳准教授（兼担）研究サバティカル取得に伴い、新たに科目を担当することになり就任
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（注）・  変更内容を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　不要な年度（令和５年度開設であれば令和４年度以前）の表は適宜削除してください。

・渡辺 靖明講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任

・RUIZ TINOCO Concepcion講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・LEVY Jacques Henrik講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・渡辺 久美講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・渡邉 剛講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・渡邉 夏輝講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任

・横井 利彰講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・吉田 真講師（兼任）　講師としての任用を予定していたが、昇格による定年年齢延長のため、兼担・准教授に変更　および　担当科目の見直しに伴い、科目の一部を削除
・RABASCO Luis講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・李 雲講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・李 正美講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任

・山下 順三講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・山野 拓也講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・山本 千寛講師（兼任）　退職に伴い就任辞退
・柳 慧政講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・劉 笑梅講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任

・村田 玲音講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、科目の一部を削除および就任年月の修正
・安井 良彰講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・安川 孝講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・楊 心苗講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・矢作 征男講師（兼任）　山本 千寛講師（兼任）退職に伴い、新たに科目を担当することになり就任

・三田 信孝講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・宮入 いずみ講師（兼任）　張 宏波教授（兼担）研究サバティカル取得および担当科目の見直しに伴い、新たに就任
・宮田 理講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任
・宮脇 文恵講師（兼任）　担当科目の見直しに伴い、新たに科目を担当することになり就任

　　　　なお、設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は、「教員審査省略」と記入してください。

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は、当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画変更書」を提出し、

　　　　大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（ＡＣ教員審査）を受けてください。原則としてＡＣ教員審査を受けずに専任教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　ＡＣ教員審査の結果、「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」と記入してください。
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（注）・　大学設置基準別表第一、短期大学設置基準別表第一イ、高等専門学校設置基準第六条第二項及び第三項又は第四項

　　　　により算出される専任教員数を記入してください。

　　  ・　高等専門学校の場合、「うち、完成年度時における設置基準上の必要教授数」欄は「うち、完成年度時における設置基準上の必要教授・准教授数として、

　　　　高等専門学校設置基準第八条により算出される必要教授・准教授数を記入してください。

（注）・「設置時の計画」には、設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに、（　）内に開設時の状況を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の状況」には、報告年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の状況」には、認可で設置された学部等の場合は、「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、

　　　　教員審査を受審済みであり、完成年度までに就任する教員数を加えた数を、届出で設置された学部等の場合は、

　　　　「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、完成年度までに就任することが決定している教員数を加えた数を記入するとともに、

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の計画」には、予定されている完成年度時の人数を記入するとともに、

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

（注）・「年齢構成」には、当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません）、

　　　　及び、報告年度の５月１日現在、定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている
　　　　教員数及び完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。
　　　・なお、職位等によって定年年齢が異なる場合には、職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入し、
　　　　「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ）
設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

報告時の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
現在（報告時）の状況（Ｂ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ'）
設置時の計画（Ａ'）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

報告時（上記
（Ｂ））の教員のう
ち、定年を延長して
採用している教員数

完成年度時（上記
（Ｃ））の教員う
ち、定年を延長して
採用する教員数

教授　68
准教授・専任講師　65

助手　60
0 1

　（２）－⑤　現在（報告時）の状況における定年を延長している教員構成率

=
0

= ％
12

0

　（２）－④　設置時の計画に対する教員充足率

=
14
14

= 100 ％

教　授 准教授 講　師 助　教

　（２）－②　専任教員等数【大学・高専】

計
（Ｄ）

8 5

歳 名 名

年齢構成

1

　（２）－③　年齢構成

1 0 14
7 4

［1］ ［△1］ ［　0　］

定年規定の定める
定年年齢（歳）

（5)

14 7

（２） 専任教員数等

　（２）－①　設置基準上の必要専任教員数

完成年度時における
設置基準上の必要専

任教員数

うち、完成年度時に
おける設置基準上の

必要教授数

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ａ）
助　教

計
（Ｂ）

准教授 講　師教　授

現在（報告時）の状況

助手
（Ｂ'）

助手
（Ａ'）

名 名

　　　　

（注）・　計画の区分が「学部等連係課程実施基本組織（学科連係課程実施学科）の設置」の場合、大学設置基準第四十二条の三の二（短期大学設置基準第三条の二）に基づく

　　　　　連係協力学部等（連係協力学科）ごとに別ファイルで作成してください。

　　　　　「連係協力学部等（連係協力学科）」の専任教員数について、「（２）-① 設置基準上の必要専任教員数」及び「（２）-② 専任教員等数【大学】」を

設置時の計画

現在（報告時）の完成年度時の状況 現在（報告時）の完成年度時の計画

（0）

［1］ ［△1］ ［　0　］ ［　0　］ ［　0　］

9 4 1 0 14

［　0　］ ［　0　］

9 4 1 0 14

（6) （1）

　（２）－⑥　設置時の計画に対する助手充足率

=
1

= - ％
0

［1］

1

［1］

1 1

0

助手
（Ｃ'）

助手
（Ｄ'）

（0） （12）

0 12

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ｃ）

51



時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

　（３）－③　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（３）－③合計（Ｄ）+（Ｆ）
（２）－②設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

（注）・（３）－①、（３）－②で赤字で記載した専任教員数の合計数を記載してください。
　　　・　令和６年度開設の学科等の場合、（D）＋（F）と同数を記載してください。

③の合計数（c）

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

辞任した教員数

人

　（３）－④　設置時の計画に対する教員辞任率

= = 0 ％
0
14

自由

自由 科目 自由 自由

選択

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

選択

必修

科目 選択

②の合計数（b）

後任補充状況の集計（Ｅ）＋（Ｇ）

選択

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

（３） 専任教員辞任等の理由

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）就任を辞退した教員数

番　号

①の合計数（a）

専任教員氏名

②の合計数（b）

必修・選択・自由の別

必修・選択・自由の別

選択

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

計

必修

計

科目

科目

科目 計

必修

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

必修

自由

選択

合計（Ｄ）＋（Ｆ）

0 人

③の合計数（c）

人

計

①の合計数（a） ②の合計数（b）

必修 科目 必修

計

辞任等した教員数

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

　　　　　に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

（注）・　一度就任した後に、定年による退職以外の理由で辞任した全ての専任教員について、記入してください。

選択

必修

自由

計 科目 計 計

　（３）－⑤　令和５年度報告書から、新たに辞任等した専任教員等の状況

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

後任補充状況 就任辞退（未就任）の理由担当予定科目

該当なし

人

職　位 専任教員氏名

合計（Ｆ） 後任補充状況の集計（Ｇ）

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

該当なし

番　号

必修

科目

後任補充状況担当予定科目

自由自由

計 計計

①の合計数（a）

科目

（注）・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

自由

必修

選択

自由

科目

③の合計数（c）

合計（Ｄ） 後任補充状況の集計（Ｅ）

職　位

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合、赤字にて記入するとともに、

選択

必修

選択

必修

選択

自由自由

必修 科目

選択

辞任等の理由

科目
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科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

科目 自由 自由

必修 必修

選択 科目 選択
人

必修 科目 必修

合計

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計

（注）・　定年により退職した全ての専任教員について、記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

自由

計 科目 計 計

選択 選択

自由

後任補充状況の集計

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 辞任等の理由

該当なし

　（３）－⑥　定年により退職した専任教員に対する後任補充状況

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する大学の所見、学生への周知方法、
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区　　　分
今後の

の実施計画

認　可　時

（令和5年）

　　　　以下のとおりに記載してください。

　　　　【令和５年度報告書から記載内容に変更がある場合】

　　　　　令和５年度報告書の記載内容を転記し文末に「（５）」と記載した上で、変更後の「履行状況」及び

　　　　　「今後の実施計画」を記載し文末に「（６）」と記載してください。

　　　　【令和５年度報告書から記載内容に変更がない場合】

　　　　　令和５年度報告書の記載内容を転記し文末に「（５）（６）」と記載してください。

　　　　【令和６年度から新たに調査対象となった学科等又は令和５年度設置計画履行状況調査で付された指摘の場合】

　　　　　「履行状況」及び「今後の実施計画」を記載し文末に「（６）」と記載してください。

　情報数理学部情報数理学科の入
学定員は80名のところ、入学者76
名（手続者79名）となり、開設初
年度の定員充足率は0.95倍（4名不
足）という結果となった。学部設
置認可時期の問題で、系列校特別
推薦（入学者4名）を除き特別入試
（推薦入試）を実施することがで
きなかったため、一般入試を中心
とする入学者選抜となったが、す
べての入試制度において学力面で
バランスの良い入試を実施するこ
とができたと評価する。入学者選
抜の状況も踏まえ、設置の趣旨・
目的に掲げるアドミッション・ポ
リシーは達成できていると評価し
ているが、次年度以降の定員充足
率等も注視しつつ、定員の適切性
を判断していく必要があると考え
る。（6）

６　附帯事項等に対する履行状況等

附　帯　事　項　等

【認可】
遵守事項

履行中

履　行　状　況

　今後の定員充足率も踏まえて、
必要に応じて適切な定員規模につ
いて検討を行う。（6）

教育にふさわしい環境
確保の観点から、アド
ミッション・ポリシー
を踏まえた適切な入学
者選抜の実施に留意し
つつ、設置計画におけ
る収容定員に見合った
学生の確保に努めるこ
と。また、入学者数等
の状況に応じた収容定
員の適切な規模につい
て不断の検討を行うと
ともに、必要に応じて
定員の見直しを図るこ
と。

　　　　寄附行為変更の認可の申請に係る附帯事項を除く。以下同様。） と、それに対する履行状況等について、

（注）・　「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法人の寄附行為又は

　　　　具体的に記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査結果」には、当該調査の実施年度の年を記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査結果」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を

　　　　全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的かつ明確に記入してください。

　　　　その履行状況等の参考や根拠となる資料があれば、添付してください。

　　　・　「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してください。

　　　・　該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記入してください。

　　　・　認可時または届出時に付された附帯事項に対する履行状況等の記載に当たっては、
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況、今後の見通しなど

＜設置の趣旨等を記載した書類＞ ＜設置の趣旨等を記載した書類＞

11.自己点検・評価 11.自己点検・評価

新たな内部質保証体制図および概要

■課題

①執行部会と内部質保証推進組織の役割を明確に分けるこ
と

②内部質保証に関わる委員会の役割を明確化し、整理し統
廃合を行うこと

③学部学科、研究科専攻が内部質保証に関わる仕組みを作
ること

④改善指示だけでなく、充実・向上の施策へもつなげるこ
と

⑤一元的に内部質保証を管理する事務局を整備すること

■新体制（上記①～⑤への対応）

①執行部会を内部質保証推進組織から外した。また、内部
質保証推進組織に学長は加えず、執行部会と明確に区別す
ることとした。

②・③・④「教学マネジメント小委員会」の新設
⇒従来の「自己点検・評価小委員会」の構成メンバーで、
「自己点検・評価委員会」と「ピアレビュー委員会」の役
割を担うこととした。全学の自己点検を担い、新たな課題
にも対応できるようにし、「自己点検・評価小委員会」お
よび「ピアレビュー委員会」は廃止した。

⑤「自己点検推進室」の機能を「学長室企画課」に統合
し、内部質保証、大学改革、IRの業務の効率化を行うこと
により、教学マネジメントを推進できるようにした。

資料21　明治学院大学 内部質保証方針 上記の変更に伴い、「内部質保証方針」も一部表記の改正
を行った。

明治学院大学　内部質保証方針

７　その他全般的事項

＜情報数理学部　情報数理学科＞

（１） 設置計画変更事項等

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で、設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

(1)実施方針・体制（抜粋）
内部質保証の推進に責任を負う全学的な組織は執行部会で
ある。また、質保証を推進するための組織として、質保証
統括委員会、自己点検・評価委員会および自己点検・評価
小委員会、ピアレビュー委員会、質保証企画委員会ならび
に学外有識者からなる質保証外部評価委員会を設置してい
る。

令和4年度の大学基準協会による認証評価において指摘を受
けた内部質保証体制の課題を解決するため令和6年度より実
施体制の見直しを行った。

(2)点検・評価項目と点検・評価の実施方法
本学の点検・評価は、基本的に認証評価機関である大学基
準協会の点検・評価項目に準拠している。また、点検・評
価項目の評価の視点を踏まえ、独自に作成した「自己点
検・評価チェックリスト」を用いて、自己点検・評価小委
員会を含む全ての学内組織が自らの判断と責任において諸
活動についての点検・評価をおこなっている。
その結果のうち、教学部門の点検・評価結果に関してはピ
アレビューが行われ、ピアレビュー委員会はその結果につ
いて所見報告書を作成し自己点検・評価委員長に提出す
る。自己点検・評価委員会は、所見報告書と全ての組織の
点検・評価結果を質保証統括委員会に報告し、質保証統括
委員会はそれらについて、客観性および妥当性に関する評
価を行ったうえで執行部会に対して提言をおこなう。質保
証統括委員会からの提言に基づき、執行部会は大学として
の課題を明確にし、必要と考える事項について学長が該当
組織に対して改善指示を発出するというサイクルのもとに
点検・評価をおこなっている。

②・③「教学マネジメント委員会」（内部質保証推進組
織）の新設
⇒従来の「質保証統括委員会」および「質保証企画委員
会」を廃止し、その役割をこの委員会に統合した。学部お
よび研究科の参画を図るため、構成員に従来の「自己点
検・評価委員会」のメンバーを加え、「自己点検・評価委
員会」は廃止した。

(3)点検・評価結果の活用と公表（抜粋）
学長が発出する改善指示の内容は、自己点検・評価委員会
において全学で共有し、さらに改善指示の対象となった組
織には期日までに改善状況報告書の提出を求め、その内容
も同様に自己点検・評価委員会にて共有しており、これに
よって、大学全体としての改善および向上をはかるものと
している。
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　　・ＦＤフォーラム、セミナー等の案内および参加報告

　　・授業評価アンケートは、春学期、秋学期の年２回実施した。

　　・学内教職員向けＦＤ講演会は、全学科主任、専攻主任を対象に3月にオンラインにて1回実施した。

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

　　明治学院大学　FD・教員評価検討委員会を設置している。

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

＜大学全体の取組状況＞

　　令和5年度は委員会を計3回（5月9日、10月10日、3月12日）開催した。
　　委員会は、委員長（FD担当副学長）、委員34名（教職課程主任・教養教育センター主任を含む各学科主任
　　19名、各専攻主任12名、総合企画室長1名、教務部長1名、大学事務局長1名）により構成されている。

　ｃ　委員会の審議事項等

　　・授業評価アンケートにおける調査内容に関する事項
　　・授業改善に繋がる啓発活動全般に関する事項
　　・教員の教育活動の評価方法に関する事項
　　・その他委員会が必要と認めるＦＤおよび教員評価に関する重要事項

②　実施状況

　ａ　実施内容

　　・授業評価アンケートの調査票、実施方法検討

　　・授業評価アンケートの実施結果報告

　　・学内教職員向けＦＤ講演会の開催

　　・各学部のＦＤ活動報告

　　・シラバスと授業の合致確認、予習・復習時間の確認

　ｂ　実施方法

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　　・授業評価アンケートは、春学期、秋学期の年２回実施した（詳細は、③に記載）。

　　・学内教職員向けＦＤ講演会は、教員32名、職員12名（計44名）参加した。

　　・ＦＤ・教員評価検討委員会の開催状況は以下のとおり。
　　　第1回（5月9日）では、新任教員向けFDワークショップ、全専任教員向けFDフォーラム、セミナー等の
　　　案内をし、22年度FD活動報告等の報告をした。また、授業評価アンケートの教員マイページの機能概要の
　　　説明を行った。
　　　第2回（10月10日）では、23年度の春学期の授業評価結果、学内FD活動の参加率、授業評価アンケートに
　　　関する学生インタビュー結果等について報告した。また、授業評価アンケートの設問数削減案と、
　　　24年度FD・教員評価検討委員会の実施日程について審議した。
　　　第3回（3月12日）では、23年度の秋学期の授業評価結果、22年度の春学期授業評価の分析結果、
　　　学修時間・学修行動及びシラバスの一致率、予習・復習時間の確認、学内FD活動の参加率等を報告した。
　　　次年度の授業評価アンケートの設問数削減案、授業評価実施、及びFD講演会並びに補助金について
　　　審議を行った。

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　　　授業評価アンケート結果に対するフィードバックとして、教員が任意で考察を執筆し提出できる仕組みを
　　　平成27年度より開始しており、令和5年度も継続実施した。この考察は、執筆した教員の希望に応じて
　　　授業評価報告書に掲載し、学内での共有を行っている。

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　　　授業評価アンケートは、春学期において7月3日から7月22日の約3週間の実施期間(延長1週間含む）で
　　　約3割の実施率、秋学期においては12月18日から1月22日の約5週間(延長1週間含む）の実施期間で
　　　約3割の実施率であった。

　ｂ　教員や学生への公開状況、方法等

　　　授業評価アンケートの共通設問に関する集計データ、および授業評価を実施した各学科、専攻の
　　　主任による講評を報告書にまとめ、本学ＦＤサイト上で公開している。
　　　また、同内容の冊子を図書館で閲覧可能としている。
　　　加えて、教員に対しては、ＦＤ・教員評価検討委員会にて、成績データと掛け合わせた分析結果を
      報告している。
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　　　情報数理学科会議において、評価結果を検討する。

　　　春学期（7月）・秋学期（12月～1月）に大学全体で実施予定。

　ｂ　教員や学生への公開状況、方法等

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　　　必要性が確認された。

　　・生成AIの活用については、学科カリキュラム策定時には存在しなかった視点であるため、今後も継続的に

　　　検討していく必要性が確認された。

　　　明らかになったため、関連する授業の担当者と情報を共有し、今後の授業設計において活用することになった。

　　・学生に対して実施したアンケート調査により、パソコンの利用やプログラミング経験の有無といった情報が

　　・現時点までで、4月10日と5月8日に学部教授会を開催し、その中で教員の資質の維持向上の方策に関する議論

　　　も行った。

②　実施状況

　　・Microsoft Teamsの学部チームに「カリキュラム・FD」チャネルを設置し、チャットやオンライン会議を通じて

　　　随時FD会議を実施

　　・学部メーリングリスト上での意見交換

　　・学部教授会内での学科会議やFD会議の実施

　　・4月12日に必修科目である「コンピュータとクラウドシステム」の第1回授業内において、

　　　オンラインアンケートシステムの習熟も兼ねた全学生対象のアンケート調査を授業担当教員によって実施した。

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　ａ　実施内容

　　・クラス間の調整や教育内容に関する意見交換

　　・学修管理システム（manaba）に関する利用方法や活用方法などの情報交換

　　・GitHub Codespacesのプログラミング教育への活用

　　・MATLABの授業での利用方法

　　・「プログラミングの授業等における生成AIの積極的利用」といったテーマの研究や議論

　　・学生に対する学科独自アンケートの実施

　ｂ　実施方法

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には、関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には、実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　　・学修管理システムについては、全教員がオンラインでの課題の提示、回収といった方法を含め、

　　　活用方法を修得し、授業での活用を開始した。

　　・オンラインも活用したプログラミング教育の実施方法については、いくつかの方法を同時に比較検討していく

＜情報数理学部情報数理学科の取組状況＞

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

　　・情報数理科会議を設置

　　・情報数理学科FD会議を設置

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　　・情報数理学科会議：情報数理学部教授会内で毎月1回開催

　　・情報数理学科FD会議：情報数理学部教授会内で毎月1回開催＋随時オンラインで開催

　ｃ　委員会の審議事項等

　　・情報数理学科会議：教育目標に基づくカリキュラムの実施状況について報告・検討を行う。

　　・情報数理学科FD会議：授業内容・方法に関する報告に基づき、それぞれの改善について審議する。

　　・Microsoft Teamsやメーリングリストは全員参加のため、所属教員はすべてFDに関する議論に参加している。
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該当なし

（３） 教育課程連携協議会に関する事項

　※専門職大学、専門職短期大学、専門職学科、専門職大学院以外は「該当なし」と記入ください。
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　　　　いて記入してください。

（５） 情報公表に関する事項

○　設置計画履行状況報告書（令和６年度）

　　　　　なお、「②　自己点検・評価報告書」については、当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

（４） 自己点検・評価等に関する事項

　　バランスの良い入試を実施することができた。

　・大学入学共通テスト利用入試 (前期)では、受験者236名のうち、合格者104名（合格倍率2.27倍）、手続者15名。

　・一般入試 (全学部日程・3教科型)では、受験者64名のうち、合格者30名（合格倍率2.13倍）、手続者13名。

　・一般入試 (全学部日程・英語外部検定試験利用型)では、受験者56名のうち、合格者22名（合格倍率2.55倍）、

　　手続者5名。

　・A日程入試では、受験者217名のうち、合格者111名（合格倍率1.95倍）、手続者42名。

　・入試出願時に提出された調査書に基づき、高校における数学の履修状況を確認した上で、1年次必修科目である

　　「基礎数学演習1A・2A・1B・2B」のクラス編成を行い、数学の予備知識を考慮した教育を行った。

　・4月3日の入学式後に学科カリキュラムの「履修ガイダンス」を実施し、履修指導を行った。

　ｂ　公表方法

　　　・大学ホームページ上に公開（令和１２年３月末を予定）

※設置計画が各大学等が社会に対して着実に実現していく構想を表したものであることに鑑み、

　設置計画履行状況報告書については、各大学等のウェブサイトに公表するなど、積極的な情報提供をお願いします。

　ａ　公表予定の有無　　〔　　　有　　　・　　　無　　　〕

≪ａで「有」の場合≫

　ｄ　公表しない理由　　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また、「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については、できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

　ｃ　公表方法　　　　　〔　ウェブサイトへの掲載　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　〕

　ｂ　公表（予定）時期　〔　調査結果公表後１ヶ月以内　・　公表後２～３ヶ月以内　・　公表後３ヶ月以降　〕

≪ａで公表「無」の場合≫

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

　・入学定員80名のところ、入学者76名（手続者79名）となり、定員充足率95%（4名不足）となった。

　・今年度は学部設置認可の時期の問題で系列校特別推薦（入学者4名）を除き特別入試（推薦入試）を実施することが

　　できなかったため、一般入試を中心とする入試となった。

　・一般入試に関しては、上記の理由により合格倍率が小さくなってしまったが、すべての入試制度において学力面で

③　認証評価を受ける計画

　　・令和１１年度に評価機関（公益財団法人大学基準協会）の評価を受ける予定

　・入学式、履修ガイダンスの同日には「新入生歓迎ウェルカムパーティー」を実施し、各教員との交流を通じて

　　学科での学びについての注意点などを学生へ伝達した。

　・以上の入試における結果や実施内容により、設置の趣旨・目的に掲げるアドミッション・ポリシーおよび

　　初年次におけるカリキュラム・ポリシーは問題なく達成できていることが確認できた。

②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

　　　・令和１２年３月末　公表
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明治学院大学FD・教員評価検討委員会規程

2008年1月16日　大学評議会承認

2008年2月15日　常務理事会承認

2008年2月29日　臨時理事会承認

2010年6月18日　常務理事会承認

2013年2月15日　常務理事会承認

 2024年3月15日　常務理事会承認

（設置）

第１条　明治学院大学は，ファカルティ・ディベロップメント（以下「FD」という）を推進し，同時に教員の教育活動等の評価を組織的に推

進するために，FD・教員評価検討委員会（以下「委員会」という）を設置する。

（定義）

第２条　明治学院大学におけるFD・教員評価とは，大学の教育理念および各学部・学科・教養教育センター・教職課程，各研究科・専攻の教

育目標に則した授業内容や教育方法を評価・改善し，教育の質の向上を図る組織的な取組みの総称である。

（任務）

第３条　委員会の任務は次の各号に掲げる事項とする。

（１）授業評価アンケートにおける調査内容に関する事項

（２）授業改善に繋がる啓発活動全般に関する事項

（３）教員の教育活動の評価方法に関する事項

（４）その他委員会が必要と認めるFDおよび教員評価に関する重要事項

２　委員会は前項の任務を果たすため，下部組織として適宜，部会を設置することができる。

（組織）

第４条　委員会は次の委員をもって構成する。

（１）副学長

（２）学長補佐（教学改革担当）

（３）各学科主任，教養教育センター主任，教職課程主任，および各専攻主任

（４）学長室長

（５）教務部長

（６）大学事務局長

２　委員長は副学長がこれにあたり，委員会を招集し，その議長となる。

（事務局）

第５条　委員会および部会の事務局は，学長室に置き，事務を担当する。

（規程の改廃）

第６条　この規程の改廃は，委員会の議を経て大学評議会および常務理事会の承認を得るものとする。

付　則

１　この規程は，2008年4月1日から施行する。この規程の施行をもって「明治学院大学自己点検・評価規程施行細則」は廃止する。

２　この規程は，2010年4月1日から一部改正施行する。

３　この規程は，2013年2月15日から施行する。（第4条第1項「副学長」表記の変更。）　

４　この規程は，2024年4月1日から施行する。（総合企画室の学長室への統合による第4条第1項第4号および第5条の変更）
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